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このレポートについて

レポートの範囲

トリナ・ソーラーは、2011年からCSRレポートを
作成・発行しており、前回のレポートは2016年8
月に発行されました。

このレポートは、2016年における企業の社会的
責任に関連するトリナ・ソーラーの考え方、戦
略、具体的な実践を詳細に示すものであり、トリ
ナ・ソーラーの経営下にあるすべての工場や事
業部門を網羅しています。このレポートには、経
営管理下にあるすべて業務が含まれ、当社の
経済、環境、人員、コミュニティーに関するすべ
ての報告が統合されています。このレポートで、
当社は、企業の社会的責任に関する当社のビ
ジョンと方針を説明し、また、当社経営陣のアプ
ローチ、活動、イニシアティブ、それに2016年度
のこの分野におけるKPI（重要業績評価指標）を
報告します。

毎年発行されるこのCSRレポートは、株主、潜
在的投資家、お客様、スタッフ、当社が立地する
地域のコミュニティー、ビジネスパートナー、公
益組織、メディア、行政を含めたすべてのステー
クホルダーの皆さまに情報を提供することによっ
て、持続可能な発展に関連するトリナ・ソーラー
の影響力、リスク、機会をご理解の上評価して
いただけるようにすることを目的としています。
当社は、引き続き社会的責任に関する情報公
開の質を高め、当社の持続可能な発展の道を
徐々に拡大していきます。

レポートの枠組み

トリナ・ソーラーは、Global Reporting
Initiative（GRI）のサステナビリティレポーティン
グ・ガイドラインを参照して、毎年CSRレポートを
作成しています。

2016年度のCSRレポートは、GRIのサステナビ
リティレポーティング・スタンダード（GRIスタン
ダード）に基づき、包括レベルで関連情報を明
らかにしています。

データ測定

このレポート中のデータは、主に実務の原本記
録から取られています。レポート中の情報は、
社内で内部監査を受け、特別な内容は外部監
査を受けます。当社では、データ収集プロセス
とデータ管理システムの有効性を定期的に検
証します。当社は、ISO14001環境マネジメント
システムの認証を2008年に取得
し、OHSHA18001労働安全衛生マネジメントシ
ステムの認証を2010年に取得しておりま
す。2011年に、温室効果ガス排出データ検証に
ついてのISO14064認証を取得しました。2012
年に、PAS2050製品カーボンフットプリント検証
に合格しました。2015年に、ISO50001/
GBT23331エネルギーマネジメントシステムの
認証を果たしています。当社では、これらのシ
ステムの有効性を、毎年行われる外部監査に
より検証しています。

当社のCSRレポートは中国語と英語の両方で
作成されており、トリナ・ソーラーのホームペー
ジから入手していただけます。このレポートに関
する皆さまのご意見やご感想
を、EHS_Deaprtment@trinasolar.com宛てに電
子メールでお寄せいただければ幸いです。 
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経営トップからのメッセージ

今後も、再生可能エネルギーが従来のエネルギーに取って代わり続けるという状況が元に戻ること

はないでしょう。トリナ・ソーラーは、6つの戦略、すなわち、イノベーション、ブランディング、資金調

達、グローバル化、インテリジェンス、プラットフォームの実施を加速する所存です。トリナ・ソーラー

は、「お客様中心、開かれた精神、献身、卓越性の追求」という企業の基本理念を堅持していきま

す。当社は、ステークホルダーの皆さまと共に、太陽エネルギーに対する私たちの夢を実現し、

人々と自然との調和を達成できると確信しています。
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注：
1「再生可能エネルギー容量統計（Renewable Energy Capacity Statistics）2017」国際再生可能エネルギー機関（IRENA）
2「太陽光発電電力統計2016」中華人民共和国国家エネルギー局

Jifan Gao
高紀凡

トリナ・ソーラー会長兼CEO

ステークホルダーの皆さまへ

2016年は、再生可能エネルギーにとって特別な年になりまし
た。再生可能エネルギー技術の向上や、注目度の高い協定
（パリ協定、G20杭州サミットなど）の合意、環境への懸念の
高まり、途上国や新興経済国でのエネルギー需要の増大な
どにより、再生可能エネルギーは、今や全世界の主要エネ
ルギー源の一つとなりつつあります。太陽光発電の設置
は、2016年に再び記録的な成長を遂げ、世界全体で約
71GW[1]、中国国内で34.54GW[2]の太陽光発電設備が新た
に設置されました。　これにより、累積の太陽光発電設備容
量は、世界全体で296GW[2]、中国国内で77.42GW[2]となり
ました。

2016年は、トリナ・ソーラーにとって実り多いやりがいのある
年でした。当社は、生産能力、太陽光発電技術、製品効率、
スマート製品、下流ビジネスの進歩のほか、エネルギー貯蔵
面での進歩とその商業化に絶え間なく取り組んできました。
設計容量で太陽電池700MW、太陽電池モジュール500MWを
製造するタイの当社新製造施設が、操業を開始しました。ベ
トナムでも700MWの太陽電池容量を有する最先端の太陽電
池製造工場の建設が完了しました。当社は、太陽光発電セ
ルおよびモジュール効率の世界記録を3回破りました。下流
ビジネスでは、系統連系プロジェクトの累積が1.3GWを超え、
目覚ましい成長を続けました。また新たに価値創造ユニット
（VCU）住宅用太陽光発電システムを発足させました。トリ
ナ・ソーラーは、世界中のお客様のニーズと期待に応える一
連の製品とソリューションを売り出し、純粋な太陽光発電モ
ジュール製造会社から、世界トップの太陽エネルギーソ
リューション提供会社へと進化しました。2016年末現在、トリ
ナ・ソーラーは、70以上の国や地域のお客様への太陽光発
電モジュールの累積出荷量が23GWを超え、世界1位となり
ました。

トリナ・ソーラーは、太陽光によるクリーンなエネルギーの普
及に積極的に取り組んでいます。G20杭州サミット開幕の直
前に、トリナ・ソーラーがイニシアティブを取り、グローバル
ソーラー協議会と協力してG20に公開書簡を送り、G20メン
バー国に対して、環境にやさしい太陽エネルギーの開発と
2030年までに1000万の雇用機会創出という目標を達成する
ことへの協力を求めました。天津で開催された2016年サマー
ダボス会議では、エネルギー問題と気候変動との闘いが議
論の主要テーマの一つとなりました。トリナ・ソーラーは、ク
リーンな太陽エネルギーの開発支援の取り組みを強化する
よう、各国政府に訴えました。トリナ・ソーラーは、「一帯一
路」構想の国々がエネルギーインフラの好適な対象になるで
あろうと表明しています。トリナ・ソーラーは、海外進出してい
る太陽光発電会社、特に民間会社を支援する洗練されたシ
ステムを求めました。

当社は、事業展開に際して、環境に配慮するための努力を
惜しみません。当社は、省エネプロジェクトの特定と導入や
エネルギー使用の最適化によって、エネルギー効率の向上
に注力しました。2016年の1MWのモジュール生産当たりの電
力と水の使用量を、2012年比でそれぞれ32%と39%削減しま
した。また、温室効果ガス（GHG）排出量の定量化、報告およ
び開示を行うための温室効果ガス認証システムISO14064の
確立に努力しました。

この努力は、当社従業員の天然資源保護およびGHG削減
に対する意識を養うのに役立ちました。当社は、二酸化炭素
排べての段階を通して、低炭素の開発戦略と統合的な地球
にやさしい製造という考え方を揺るぐことなく提唱し、実施し
ました。出量の連続的削減を続け、1MWのモジュール当たり
のGHG排出量を2016年に168トン/MWとし、2012年（239.4ト
ン/　MW）比で30%削減しました。2016年11月に、当社は、国
際規格ISO14067/PAS2050の要求事項に準拠したカーボン
フットプリント検証に合格しました。当社は、PD05、　PD
15、PEG5を含む主要製品ポートフォリオについて、18.7%か
ら25.4%までの範囲への大幅削減を達成しました。当社は、
当社業務のすトリナ・ソーラーは、従業員全員のために安全
で、健康的で、環境にやさしい職場を作ることに力を注ぎま
した。当社は、業務上の傷病や事故の削減のほか、従業員
の健康と福祉の増進に専心しました。

2016年3月に、トナ・ソーラーは、EcoVadisによる企業の社会
的責任（CSR）実績調査において「シルバー」評価を受けまし
た。2016年6月に、江蘇省労働安全管理局から「2015年江蘇
省安全文化モデル企業」の栄誉を受けました。2016年11月
に、シンガポールでの「2016年アジア・サステナビリティ報告
賞」で、サステナビリティ報告の地域最高の賞である「アジア
のベスト職場報告賞」を受賞しました。これらの成果は、当
社が「従業員中心の」職場方針を固守してきた結果でした。
責任ある企業として、当社は、常に「ソーラーエネルギーを
すべての人々と社会に」というミッションを忠実に守っていま
す。2003年初めに、トリナ・ソーラーは、オフグリッドの太陽
光発電所40か所を建設し、クリーンな太陽エネルギーによっ
て、電気のない地域の社会的弱者が便利な近代的設備を
利用できるようにしました。2015年に、トリナ・ソーラーは、開
発が遅れ、取り残された地域の大学生を、太陽光発電関連
の職業訓練と起業研修によって自立を促すことを目指し
て、1000万人民元を寄付して思源太陽光起業基金（思源・
阳光创业基金）を設立しました。2016年8月に、トリナ・ソー
ラーは、へき地の地域救急医療を支援するために、河北省
豊寧満族自治県に70万人民元相当の救急車を寄付しまし
た。2016年12月には、中国西部の大学生が企業家精神を養
い、太陽光発電産業で活躍できるようにするため、西寧、青
海、武威、甘粛で2つの公共太陽光発電教習会を開始しまし
た。トリナ・ソーラーは、当社の技術と資源を通して社会に還
元するという理念を守り続けていきます。

今後、当社は、国際的な保護貿易主義、熾烈な競争、FITの
削減、中国における太陽光発電の縮小など、数々の課題に
直面するでしょう。しかしながら、再生可能エネルギーが従
来のエネルギーに取って代わり続けることに変わりはないで
しょう。当社は、イノベーション、ブランディング、資金調達、
グローバル化、インテリジェンス、プラットフォームという6つ
の戦略の実施を加速する所存です。トリナ・ソーラーは、「お
客様中心、開かれた精神、献身、卓越性の追求」という企業
の基本理念を堅持していきます。当社は、ステークホルダー
の皆さまと共に、太陽光発電の夢を実現し、人と自然との調
和を達成できると確信しています。
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ガバナンスと発展

トリナ・ソーラーは、株主、お客様、従業員の長期的な利益を保証するため

に、最高レベルのコーポレートガバナンスを達成し、健全かつ適切なコーポ

レートガバナンスを維持することをお約束します。当社は、事業を行っている

国や地域の適用法規制を厳格に順守しています。トリナ・ソーラーは、経営

システムを定期的に検証しています。当社は、誠意をもってコンプライアンス

業務に重大な注意を払い、法や規制、国際条約、企業倫理を順守し、サプ

ライヤー、お客様、政府機関、パートナー、競合他社などのステークホル

ダーと、公正と正直の原則で良い関係を守ります。私たちは、信頼性、品

質、サービス、迅速な対応、効果的な管理で、お客様の尊敬とマーケット

シェアを獲得しています。
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累積出荷量　 

23 GW以上

タイ工場
操業開始

15,051人
従業員数

19ヶ国
生産 / 営業拠点

 1997年に創業したトリナ・ソーラー（天合光能）

は、太陽光エネルギーのトータルソリューションプ

ロバイダーとして世界を主導しています。トリナ・

ソーラーは、「ソーラーエネルギーをすべての人々

と社会に」というミッションの達成を一貫して目指

しています。当社の中核的コミットメントは、いつで

も、お客様にクリーンで信頼できるソーラーエネル

ギーを提供することです。

中国で最も早期に誕生した太陽光発電システム

インテグレーターの一社として、トリナ・ソーラー

は、全世界の設置事業者、販売代理店、公共事

業・プロジェクトデベロッパーと共に、スマートエネ

ルギーの生成に専心しています。当社は、率先し

て持続可能な太陽光発電産業を構築し、技術革

新、製品品質、環境保護、社会的責任において業

界を主導することをお約束します。

会社概要
ミッション

太陽光エネルギーをすべての人々と社会に

ビジョン

世界で最も信頼され尊敬される太陽エネルギー企業になる

戦略目標

PVスマートエネルギーとエネルギーインターネットで世界をリードする総合

ソリューションを提供する企業になる

基本理念

Customer-Centric （お客様第一主義）, Open-Mindedness（柔軟性）, 
Dedication （真摯な取り組み）, Pursuit of Excellence （卓越性）
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法令順守と倫理

トリナ・ソーラーは、常に法規制順守を徹底していま
す。当社は、倫理の構築とコンプライアンス要件を当
社の日常業務に組み込んでいます。当社は、トリナ・
ソーラーの「業務行動規範と倫理」、腐敗防止に関す
る方針、独占禁止法順守方針、従業員賞罰規程な
ど、従業員およびサプライヤーの行動の手引きとな
る一連の規則を定めています。また、倫理管理に対
して責任を負う企業倫理委員会も設置しています。
当社は、公式ホームページ（www.trinasolar.com）に
コーポレートガバナンスに関する要求事項と運営指
針を示しています。
当社は、従業員が、企業倫理に明確に、簡単に、直
接的な方法で従えるようにし、また会社の事業と経
営が、適用される企業倫理方針に必ず合致すること
を徹底しています。
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CEO

調達

製造

営業

価値管理ぷラットフォーム

中国　太陽光システム

インターナショナル
太陽光システム

中国　産業用PVシステム

中国　住宅用PVシステム 

上流　価値創造ユニット 下流　価値創造ユニット

財務・監視・調整センター

社内シェアードサー
ビスプラットフォーム

辺境部太陽光発電電力 

事業開発

監視・サービス・開発

CEO オフィス法務 トリナ　キャピタル

本社

ブランドマネージメント
広報

価値創造ユニット プラットフォーム

01
行動規範と腐敗防止の研修を全従業

員に実施する。

02
新入従業員に対し、「業務行動規範と  

倫理」を学び、署名することを求める。

03
重要な地位にある従業員に対して、利益

相反に関する自己開示を年1回実施する。

04
電子メールおよび電話による一般向けの

苦情申し立てのルートを設定する。

内部監査

当社は、SOX法とCOSOの「内部統制統合フレーム
ワーク」に基づく包括的内部統制システムを構築して
います。当社は、戦略目標と業務計画に基づく承認の
枠組みを策定しています。トリナ・ソーラーは、定期的
な研修と監査によって日常業務の内部統制を実施して
います。内部監査部門が、1年に2回内部監査を実施し
て、当社の内部統制が効果的であることを確認してい
ます。監査結果は直ちに担当部署に連絡され、是正
措置や予防措置が実施されます。そのほかにも、第三
者機関と契約して、当社の内部統制システムを年1回
監査してもらっています。トリナ・ソーラーは、その第三
者機関から内部統制の有効Audit性に関する肯定的な
監査結果を受け取っています。
内部監査部門は、当社の監査委員会によって審査・
承認された監査計画に厳密に従って監査を実施しま
す。内部監査部門は、潜在的な不正行為の開示、改善
の機会の特定、監査結果に基づく是正措置の提案、
フォローアップを行います。

知的財産権

トリナ・ソーラーは、あらゆる知的財産権を尊重し、
知的財産に関する国際条約のほか現地の法規制を
順守することを約束します。当社は、知的財産管理委
員会を設置し、「知的財産管理に関する一般原則」、
特許管理システム、企業秘密管理手順を定めて、
トリナ・ソーラーの知的財産権を保護しています。
2016年末現在、トリナ・ソーラーは、国際特許11件と
発明特許585件を含む1,317件の特許を申請していま
す。当社は、747件の有効な特許を有しており、そのう
ちの220件が発明特許です。2016年12月に、トリナ・
ソーラーのバックコンタクト（IBC）シリコン太陽電池が、
中国国家知識産権局と世界知的所有権機関の主催に
よる第18回中国特許表彰において優秀賞を受賞しまし
た。

コーポレートガバナンス

法令順守は、企業の成功を保証するだけでなく、企業の

長期的な健全かつ着実な発展の基礎でもあります。

組織構造

当社のビジョンは、「世界で最も信頼され尊敬される太陽
エネルギー会社」になることです。このビジョンを達成する
ために、当社は、市場の要求にしたがって組織構造を強
化しました。2016年に当社は、価値創造に重点を置い
て、上流価値創造ユニット（VCU）、下流VCU、ファイナン
ス監視・調整センター、共有サービスプラットフォームを設
置しました。

トリナ・ソーラーは、責任を遂行でき、誠実で、法規制

に準拠した企業経営機構を構築するために、一貫し

て企業倫理を守ると共に、最高の基準と企業倫理を

有する管理体制を整備することを目指しています。

当社は、受動的な経営から主体的な経営への転換、
効率の改善、絶え間ないイノベーション、ステークホ
ルダーのためのさらに多くの価値の創造を、全従業
員に求めています。

苦情申し立てのルート：

倫理に関する苦情申し立てホットライン：

+86-519-85176933

不正防止報告用電子メール：

IA@trinasolar.com

リスク管理

リスクの統制と管理は、企業の安定した発展とス

テークホルダーの利益の保証に必須の条件です。

内外のさまざまなリスクを適切に特定して回避する

ために、また、ステークホルダーへの責任を果たす

ために、トリナ・ソーラーはリスク管理部を設立し

て、リスク管理システムの策定、ワークフローの最

適化、日常業務における潜在的な環境リスク、コー

ポレートガバナンスのリスク、経済的リスクの定期

的な監視を行っています。 

トリナ・ソーラーは、取締役会を置いて、ガバナンス規

則を定めています。取締役会は、3つの特別委員会

に分けられています。取締役会で検討される重大な

問題は、特別委員会で協議されて正式な提案が作成

されます。こうすることにより、標準化された方法で、

科学的に、また効率的に意思決定を行うことが可能

とTなります。

10

About the Report  Care for Our Earth    Governance & Development              Message from the Leadership   

Company Profile Corporate CultureCorporate Governance

Focus on Supply Chain     Care for Employees          Contribution to Society     GRI Index 

2016 Corporate Social Responsibility Report

Materiality AnalysisCommunication with Stakeholders Challenges and Opportunities AwardsSupport SDGs



「ソーラーエネルギーをすべての人々に」が、将
来に向けた  当社の共通の約束です。「世界で
最も信頼され尊敬される   太陽エネルギー会社
になる」という当社のビジョンは、私たちに前進
するよう鼓舞します。「お客様第一主義、柔軟
性、真摯な取り組み、卓越性の追求」は、私たち
の心に深く根付いている理念です。それは、私
たちが長期にわたって主張し、信念としている風
土の遺伝子であり、私たちを共通の約束達成に
導く精神的指針です。

企業風土

企業風土は、企業の精神であり、持続可能な
発展の  内なる活力です。 トリナ・ソーラーは、
常に時代と共に  前進し、さまざまな発展段階
で企業風土を更新することによって、企業の
結束をさらに固め、健全な発展を確実にし、 
従業員に自分達の価値を実感させ、最終的に  
当社のミッションとビジョンを実現することが可
能となっています。

お客様第一主義 

・ お客様のニーズを理解しようとする積極的に
取組む

・ お客様のニーズに迅速に対応する

・ お客様に優れた製品とサービスを提供する

・ 並外れたお客様満足体験を生み出す

柔軟性 

・ 誠実さ、正直さ、率直さを高く評価し、異な
る物の見方を受け入れる

・ チームワークと相乗効果を見据え、チーム
の成功を生み出し分かち合う

・ 自らの行動を振り返り、反省する

・ 未来に立ち向かい変化を受け入れる

真摯な取組み

・ 先を見越して、迅速な行動をとる。
・ 仕事に専念し、目標達成のために懸命に努

力する
・ 挑戦と困難に立ち向かうことを恐れない

・ ミッションを達成するため、たゆまぬ努力で取
組む

卓越性

・ 変革を求め、たゆまぬ改善を追及する
・ 革新する勇気を持ち、迅速な繰り返しを身に

つける
・ すばやく習得して自身を成長させ、自身を超

える
・ 硬い決意を持って躊躇することなく最高をめ

ざす

2016年9月、当社は、トリナファミリーデイを開催しまし

た。従業員とその家族3,000人がこのイベントに参加し

ました。ファミリーデイで実施されたアクティビティの目

的は、当社と、従業員、従業員の家族の間の交流を増

やすことにあり、従業員は、業績と忘れられない瞬間を

家族と共有することができました。従業員とその家族は、

さまざまな種類のアクティビティを楽しみ、また明るく和や

かな雰囲気でトリナ・ソーラーの企業風土を学びました。

2016 Trina Family Day My Trina & My Love

Trina 3.0 Value Statement

計画と実行

基本理念をトリナ・ソーラーの各従業員の日々の行動に組
み込み、言葉を実践に移すために、当社では、基本理念が
各従業員の心と当社ビジネスのあらゆる側面に確実に根
付くようにするためのさまざまなプログラムを継続的に実施
しています。当社は、日常業務において思考と行動の整合
性を維持し、お客様に変わらないペースで効果的なサービ
スを提供しています。

当社は、トリナ・ソーラー企業風土構築チームを設立して企
業風土の構築を推進し、日常業務における判断と行動の
適切な指針が得られるようにしています。また、風土構築
に関する各従業員の提案やコメントを募るために、企業風
土コミュニケーション用メールボックスを設置しています。さ
らに、360度（多面的）トリナ風土評価を実施して、従業員が
トリナ・ソーラーの風土と基本理念をより深く理解し、企業
風土の重要性を認識できるようにしています。従業員に、
基本理念に関連する実践の中で、自身の長所や改善の機
会に気付かせ、それを向上のための基準とさせていま
す。2016年4月に、「トリナの風土」というタイトルのWechat企
業アカウントを正式に新設しました。このアカウントは、従業
員向けの活動と研修の情報をリアルタイムで更新し、会社の
基本理念に関する従業員のストーリーを共有することがで

きます。

2014年に、当社は、初めて世界中の全管理職を対象とした
「従業員エンゲージメント調査」を実施し、従業員のエンゲー
ジメントに影響を与える主要要因を特定し、改善計画を立て
ました。その計画の有効性を検証するために、2016年に再
度「従業員エンゲージメント調査」を実施しました。2,131人の
管理職が調査に参加しました。参加率は84%でした。その調
査結果から、変革管理、給与と報酬、学習と育成の側面に
おいて、2016年は2014年に比べて従業員エンゲージメント
が大幅に向上していることが明らかになりました。その一方
で、部門間協力、改善策の効果的なフォローアップと実施な
ど、当社が強化すべき点も明らかになりました。当社は、戦
略目標の実現を支援するために、この調査結果に基づいて
改善プログラムを策定しました。
2016年トリナファミリーデイ：私のトリナ、私の愛着
2016年9月に、当社は、トリナファミリーデイを開催しました。
従業員とその家族3,000人がこのイベントに参加しました。
ファミリーデイで実施されたアクティビティの目的は、当社と、
従業員、従業員の家族の間の交流を増やすことにあり、従
業員は、業績と忘れられない瞬間を家族と共有することがで
きました。従業員とその家族は、さまざまな種類のアクティビ
ティを楽しみ、また明るく和やかな雰囲気でトリナ・ソーラー
の企業風土を学びました。

子供たちのワンダーランド ハイテク体験

職業体験 民族芸術
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ステークホルダーとのコミュニケーション

持続可能な発展という課題に直面していることか
ら、私たちはすべてのステークホルダーと協力し
て、各人が　自分の長所を最大に発揮する必要が
あります。私たちは、双方向の透明性のある定期
的コミュニケーションが、当社とステークホルダー
との結びつきを強化し、　相互の信頼と尊敬を強
化すると信じています。

トリナ・ソーラーはステークホルダーの関心を尊重
し、配慮し、対応することを約束します。ステーク
ホルダーを系統的に特定し分類することによっ
て、トリナ・ソーラーは、ステークホルダーとのコ
ミュニケーションチャンネルを確立しています。長
年にわたって当社はステークホルダーの声に耳を
傾け、そのニーズに包括的でタイムリーな方法で
対応して、ステークホルダーの期待に応えてきま
した。当社は、四半期社内コミュニケーション会

13 14

No. 団体名 地位

1 グローバルソーラー協議会
（Global Solar Council）

・ トリナ・ソーラー会長兼CEO高紀凡が
合同委員会の委員長を務める

2 国連開発計画（UNDP) ・ UNDP民間セクター諮問委員会の
創設メンバー

3 世界経済フォーラム ・ 太陽光発電業界のビジネスパートナー

4 ボアオ・アジア・フォーラム
Boao Forum for Asia

5 中国太陽光発電産業協会
（中国光伏行业协会）

・ 部会委員
・ トリナ・ソーラー会長兼CEO高紀凡が

会長を務める

6
中国再生可能エネルギー

学会（中国可再生能源  
学会：CRES）

・ トリナ・ソーラー会長兼CEO高紀凡が

常務理事を務める

7
J江蘇省太陽光発電産業

協会
（江苏省光伏产业协会）

・部会理事
・ トリナ・ソーラーの会長兼CEO高紀凡が

会長を務める

ステークホルダー コミュニケーション手段 コミュニケーション活動

お客様

議、円卓コミュニケーションミーティング、ランチコミュ
ニケーションミーティングなどにより従業員とのコミュ
ニケーションを強化しています。当社は、高品質の製
品やサービスの提供というお客様の要求をタイム
リーに理解するために、世界太陽光エネルギー展示
会に参加し、顧客満足度アンケートを実施していま
す。

2014年6月、トリナ・ソーラーの会長兼CEO高紀凡
が、中国太陽光発電産業協会（CPIA）の初代会長に
選出されました。高紀凡は、2015年12月に設立され
たグローバルソーラー協議会（GSC）の副理事にも選
出されました。これらの公開討論の場を介して、トリ
ナ・ソーラーは、太陽光発電産業の健全な発展を積
極的に推進し、気候変動と闘うことによって人類に利
益をもたらしています。

・ミーティング

・  展示会

・  ホームページ

従業員

株主

行政

ビジネスパートナー

・ トリナ・ソーラーは、先進の太陽光発電のテクノロジー、製品、最新

の研究開発によるソリューション（トリナピーク・インテリジェント・オ

プティマイゼーションなど）を、SNEC第10回（2016年）国際太陽光

発電産業発電会議・展示会で紹介しました（2016年5月）。

・ トリナ・ソーラーは、国家「第12次五か年計画」科学技術イノベー

ション成果展示会に太陽光発電企業として唯一選ばれ、トリナ・

ソーラーの太陽光発電科学技術国家重点研究室で研究開発され

たIBCセルなどの最新のイノベーションを紹介しました（2016年6月）。

・ HRが、全世界の管理職の帰属意識とエンゲージメントに関する調査

を実施し、プロとしての献身と仕事の喜びの中心的な要素を明らかに

しました（2016年9月）。

・ HRと労働組合が、舞台劇コンテスト、トリナ太陽光発電知識コンテス

ト、ビリヤード競技会、屋外ハイキングなど40の文化・スポーツ活動を
実施しました。

・当社ホームページ（www.trinasolar.com）で、プレスリリースやお知ら

せを発表して、不定期に当社の営業状況を開示しました。

・ トリナ・ソーラーの会長兼CEO高紀凡の提案による「江蘇省太陽光

発電「リーダー」プログラム推進に関する提案」が、江蘇省人民政治

協商会議で2015～2016年の優秀提案に推薦されました。

・ トリナ・ソーラーは、戦略的信用供与の取得とトリナの開発推進を目的と

する戦略的協力契約を金融機関（中信銀行、CZB、SCBなど）と締結しま

した。

・ 2016年世界サプライヤー大会を開催しました。 トリナ・ソーラーのサプラ

イヤーと延長県職員総勢約400人が大会に参加しました。

・ EHS部門が、当社の近隣住民のEHS満足度調査を実施しました

（2016年6月）。

・ トリナ・ソーラーは、へき地医療の支援のために70万人民元相当の

救急車を、河北省豊寧満族自治区に寄付しました（2016年8月）。

・ トリナ・ソーラーは、定期的にニュースを発信しました。

・ トリナ・ソーラーは、毎年CSRレポートを発行しています。

・ トリナ・ソーラーは、常州標準化機関の部会理事に選出されました
（2016年1月13日）。

・ トリナ・ソーラーと大阪産業大学が開発したソーラーカー「OSU-
  Model-S」を搭載したOSUソーラーカーチームが、「2016年FIA
  Alternative Energies Cupソーラーカーレース」で優勝しました。

コミュニティ

慈善団体 

公共メディア

・ コミュニケーションミーティング
・ 円卓ミーティング/ランチコミュ

ニケーション
・ 人事ホットライン
・ スタッフ提案制度
・ Wechatプラットフォーム
・ 研修

・ 研修

・ 株主総会

・ 定期的な営業成績の公表

・ 協力覚書の調印

・ 政策研究への参加

・ 政府事業への参加

・ 戦略的提携契約の調印
・ サプライヤーミーティング
・ サプライヤー調査/監査
・ サプライヤー/請負業者の研修

 ・ コミュニティー活動への参加
・ 従業員のボランティア活動
・ コミュニティーからの意見収集
・ コミュニティーの利益増大の
 ための現地従業員の雇用、
 法律に準拠した納税

・サプライヤーミーティング
・慈善活動への参加
・社会奉仕活動へのボランティ

アの参加

・ 社会的責任に関する情報の
定期的開示

・業界団体
・セミナー
・技術協力研究機関

/ 規格協会
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マテリアリティの分析
マテリアリティの分析は、当社のレポートで関連情
報を包括的レベルで公開するために、当社のステー
クホルダーが最も興味を持つ項目を十分に理解す
るのに役立ちます。

マテリアルな項目の特定

当社は、幅広いステークホルダーや情報源から、顧
客満足度調査、会社ホームページ、電子メール、従
業員のブログやフォーラム、ソーシャルメディアの
チャンネル、政府職員との会合によってマテリアル
な項目を特定しています。

• 経済：財務管理、収益、利益、税、戦略的投
資、政治情勢

• 環境：気候変動、生物学的多様性、天然資源
保護、廃水処理、大気排出、水のリサイクル、
廃棄物の最小化、環境コンプライアンス、エネ
ルギー効率、炭素排出

マテリアルな項目の優先順位

当社では、各項目の重要性を、事業継続性、財務業
績、事業戦略、製品ブランド、会社の評判、競争優位
性、卓越した経営、コミュニティーへのインパクトなど
の主要基準に基づいて優先順位を付けています。当
社は、ステークホルダーにとっての重要性およびトリ
ナ・ソーラーのビジネスへのインパクトに従って、マテ
リアリティ・マトリックスを作成しています。マテリアリ
ティ・マトリックスは、当社ステークホルダーにとって
最も関心がある項目を示します。当社は、ステークホ
ルダーに協力を依頼してマテリアリティ・マトリックス
を定期的に見直すことによって、マテリアリティ・マト
リックスが最新性を維持し、ステークホルダーの期待
に継続的に応えられるようにしています。

低い

中程度

高い

中程度 高い

マテリアリティ・マトリックス

社会

トリナ・ソーラーのビジネスに対するインパクト

環境　　　 経済

製品カーボンフットプリントの削減

従業員の安全衛生

 教育訓練と人材開発

環境コンプライアンス

税

環境に配慮した製品

　　収入と利益

太陽光発電のコスト

環境にやさしい業務

企業倫理と法令順守

従業員の権利 
気候変動

サプライチェーンの発展

紛争鉱物

コミュニティー支援

教育支援 

多
数

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

と
っ

て
の

重
要

性

平で環境に優しい世界を作り、極度の貧困を撲滅
し、不平等と不正を是正し、気候変動をくい止めるこ
とを目指しています。

SDGsの支援

2015年9月に、「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」が国連持続可能な開発サミットで193
の加盟国によって採択されました。17の持続可
能な開発目標を含む2030アジェンダは、より公

17 GOALS TO 

TRANSFORM 

OUR WORLD

備考：上記の内容は、国連のホームページ（http：//www.un.org/sustainabledevelopment）から引用しました。
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• 社会： 労働安全衛生、緊急時即応準備、人権、
サプライチェーンの責任、紛争鉱物、コミュニ
ティー支援、労使関係、人材開発と保持、企業
風土、知的財産権、セキュリティー、労働組合、
ジェンダーの平等化



2016年1月、影響力の大きい中国の企業家で構成された国
連開発計画（UNDP）民間セクター諮問委員会が、国連の17
の持続可能な開発目標の中国での実現を目指して発足され
ました。トリナ・ソーラーの会長兼CEO高紀凡が、その諮問委
員会の創設メンバーの一人として招かれました。創設メン
バー全員が持続可能な開発に関する宣言に署名し、世界の
持続可能な開発目標の実現を支援することを約束しました。
創設メンバーは、持続可能な開発が直面する中核的課題に
ついて協議しました。諮問委員会は、貧困の撲滅、持続可能
な都市、気候変動、低炭素とエネルギー効率、ジェンダーの
平等、災害対応、ビッグデータに基づいた貧困緩和、その他
の地球規模の問題の解決策など多くの側面に重点を置いて
協議します。

トリナ・ソーラーの会長兼CEO高紀凡が、UNDP民間セクター諮問委員会の創設メンバーの一人に選出される

「企業は、新たな包括的ビジネスモ

デルの創出、価値観共有の模索、

環境事業の主張など、さまざまな方

法で持続可能な開発目標の実現を

促進することができます。これらの

方法のすべてが、中国における持

続可能な開発を確実に促進するで

しょう」

Noudehou
国連常駐調整官
兼UNDP駐中国
総代表

To G20 
Leaders

GSCからG20への公開書簡：2030年までに太陽光発電関連の1000万の雇用を創出する

太陽エネルギー産業は、2015年に全世界で強い成
長の勢いを盛り返しました。ほとんどすべて地域を網
羅する世界の太陽光市場は、全体成長率25%、年間
出荷量50GWと、再び成長し始めました。それ以上に
意義深いのは、　パリ協定が第21回締約国会議
（COP21）で採択され、世界アースデイの2016年4月
22日に国連本部で正式に調印されたことです。パリ
協定は、気候変動と闘うための国際社会の共通のコ
ミットメントであり、化石燃料から再生可能なクリーン
エネルギーへの根本的なエネルギー転換につながる
でしょう。太陽エネルギーは、再生可能なクリーンエ
ネルギーとして国際社会で高く評価されています。
G20のほとんどすべての加盟国が、太陽エネルギー
を開発するための壮大な計画を立てています。

最も影響力のあるグローバルガバナンスの仕組みの
一つとして、G20は、気候変動への対処とエネルギー
転換の推進において、ますます重要な役割を果たし
てきました。　G20加盟国のリーダーは、エネルギー
転換の重要性を十分に認識し、エネルギー協力に関
するG20原則、G20エネルギーアクセス・アクションプ
ラン、再生可能エネルギー開発のため任意の選択肢
のツールキット（Tool Kit of Voluntary Options for
Renewable Energy Deployment）を採択し、指導的役
割と確固たる決意を示しました。
グローバルソーラー協議会（Global Solar Council：
GSC）は、エネルギー転換の推進におけるG20の取り
組みに心から感謝しています。グローバルソーラー協
議会は、太陽光発電産業の面からエネルギー転換に
貢献することを希望しています。

• グローバルソーラー協議会が2030年までに
1000万の雇用機会を創出することを支援する。

• グローバルソーラー協議会および政府機関（国
際再生可能エネルギー機関（IRENA）、国際太
陽光連盟（ISA）、国際エネルギー機関（IEA））と
の協力を約束し、太陽エネルギー分野における
国、地方公共団体と民間の連携を構築して、
データ収集とネットワークの普及を図る。

利用可能で手頃な価格の持続可能なエネルギー
供給を推進することは、2016年G20サミットの主要
議題の一つです。そうした中で、G20は、11億人が
いまだに電気のない生活をしており、エネルギー貧
困が途上国の深刻な課題であることを認識してい
ます。G20は、「エネルギー協力に関する原則」を実
施して、この課題に取り組むべきです。原則には、
エネルギーに関する高品質のデータ　および分析
の収集および普及を、G20が奨励し促進すべきで
あると記載されています。

2016年G20杭州サミットは、地球に優しく、バランス
の取れた持続可能な開発を確実なものにするため
に、加盟国がエネルギーアクセス、再生可能エネ
ルギーおよび　エネルギー効率に関する協力を強
化する基盤を提供するものです。原則に基づき、官
民の協力による全国的なデータ収集・普及ネット
ワークを構築するという提案は、G20サミットの目的
にかなっています。

国際太陽光連盟（ISA）の参加も、データネットワー
ク構想案を促進し、エネルギー協力に関するG20
原則の第2の原則（すなわち、エネルギー関連国際
機関において、新興国および発展途上国がより代
表され，包摂されるようにすること）の達成を助ける
ことになります。ISAのミッションは、太陽光に恵ま
れた国々が協力するための基盤を提供することで
す。またこの基盤により、国際社会（2国間機関、多
国間機関、企業、産業、ステークホルダーを含みま
す）は、太陽エネルギーの利用促進とISA加盟国の
エネルギー需要を安全・便利に手頃な価格で公平
かつ持続可能な方法で満たすという共通の目標の
達成に積極的に貢献することもできます。

最後に、中国は2016年G20サミットの輪番制議長
であり、また太陽光発電製品の製造と利用の世界
的リーダーでもあることから、このイニシアティブ
は、中国にさらに多くの機会をもたらすでしょう。

9月1日、グローバルソーラー協議会（Global Solar 
Council：GSC）は、北京で開催される杭州G20サミッ
トに 先立ち公開書簡を発表して、20か国のリーダー
たちに、　2030年までに太陽光発電関連の1000万の
雇用を創出するという目標の支援と、GSCと緊密に
協力して政府と太陽光発電業界の企業との間に国
家レベルのデータ収集・通信ネットワークを構築する
ことを呼びかけました。この公開書簡は、トリナ・ソー
ラーの会長兼CEOであり、またGSCの共同会長で中
国太陽光発電産業協会の会長でもある高紀凡から
2016年5月に提案されたイニシアティブを基礎とし
て、GSCの理事会で協議の上発表されたものです。

GSCは、先進の国と地域の太陽光発電協会から
のメンバーを擁する国際団体で、成功体験の共有
と世界の太陽光発電産業の振興を目指していま
す。GSCは、太陽光発電が、最も安価で汎用性の
高い電力源となっていることを確信しています。 
クリーンなエネルギーとして、太陽エネルギーは、
気候変動への対応コストを大幅に削減します。
GSCは、世界の温度上昇を2°C未満に抑えるた
めには、太陽光発電が今や不可欠の解決策であ
ると提案しています。市場環境が適切であれば、
世界の発電市場に占める太陽光発電容量の割合
は、現在の1%未満から2030年までに10%に増加す
るでしょう。

2016年11月に、トリナ・ソーラーの会長兼CEO高紀凡は、招
待を受けて、ESCAP（国連アジア太平洋経済社会委員会）本
部のあるタイのバンコックで国連事務総長付ESCAP事務局
長シャムシャッド・アクターを訪問しました。2人は、新エネル
ギーの開発を促進する方法とアジア太平洋地域における電
力不足の解決策について熱心に話し合いました。

現在、約5億人が電気のない生活をしており、その内の3.5億
人が中南アジアの人々です。これは、各国政府が解決すべ
き緊急の課題です。政府と企業が協力して、電力供給量の
不足を解決しクリーンエネルギーの普及を促進するための
最善の解決策を見つけ出さなければなりません。新エネル
ギー産業の発展を推進することが、最も実現可能な解決策
です。

高紀凡は、新エネルギーの普及および利用の推進のため
に、ESCAPと積極的に協力する意向を示しました。トリナ・
ソーラーは、「ソーラーエネルギーをすべての人々に」という
ビジョンを掲げ、国連2030持続可能な開発目標の実現に尽
力していきます。

国連の2030持続可能な開発目標の実現

「国連2030持続可能な開発アジェ

ンダの中で、エネルギー普及は重

要目標の一つとして定められてい

ます。再生可能エネルギーの急速

な開発とエネルギー貯蔵技術の利

用により、自給自足型のエネル

ギー供給システムが間違いなく確

立されて、発展途上国のエネル

ギー需要を満たすことができるで

しょう。中国は、技術研究開発の経

験を活かして、「一帯一路」構想と

いう指針に基づく新エネルギーシ

ステムの確立を推進することがで

きます」

シャムシャッド・

アクター

国連事務総長付

ESCAP事務局長
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課題と機会

当社は、卓越した企業とは、課題を受け入れ、機会を
つかみ、社会の需要に留意してより広い市場も模索
することができる企業と考えています。

2016年は、課題にあふれ、機会とリスクが共存した年
でした。2016年2月22日に、180以上の加盟国が国連
開発計画（UNDP）でパリ協定を採択し、新たな気候変
動との闘いの時代の到来を告げました。「一帯一路」
構想の実施が世界経済に好影響を与え、アジアと世
界の経済に大きな進展をもたらしています。中国国家
エネルギー局が太陽エネルギー開発に関する第13次
5か年計画を発表して、分散型太陽光発電システムと
PVプラスの利用をさらに推進しました。さまざまな機会
に恵まれた一方で、太陽光発電業界は、FIT（固定価
格買い取り制度）の延期や中国での太陽光発電電力
の減少など、さまざまな課題にも直面しました。地方自
治体は企業に対し、太陽光発電割当量を利用して太
陽光発電所とその関連インフラの建設を求めていま
す。これらの課題が、中国の太陽光発電産業の健全
な発展に影響を与えました。

世界トップの太陽光発電企業としてトリナ・ソーラー
は、世界的な気候変動との闘いに全力で取り組んでい
ます。当社は、世界全体および事業を行っている地域
の機会と課題に対処すべく努力しています。当社は、
「ソーラーエネルギーをすべての人々と社会に」という
当社の太陽エネルギーに対する夢の実現に向けて、
技術革新と太陽光発電産業の持続可能な発展を継続
的に推進しています。

側面 リスクと機会 対策

国際的
レベル

• 機会：国連の持続可能な開発に関する世界首脳
会議（WSSD）で、2015年9月に17の世界的持続可
能目標を含む2030持続可能な開発アジェンダが採
択されました。

• 機会：パリ協定が第21回国連気候変動会議
（UNCCC）で採択され、世界アースデイの2016年4
月22日に国連本部で署名されました。パリ協定に
より、加盟各国の省エネ意識が大幅に高まりまし
た。

• 機会：東南アジア、南アジア、中央アジア、北アフリ
カなどに位置する「一帯一路」構想の国々は発展
途上国です。現在の送電網システムを改善しなけ
ればなりません。国際エネルギー機関（IEA）が
2013年末に発表した数字によれば、インドの約2億
人とミャンマーの人口の半分は、電力供給がない
状態で暮らしていました。インドネシアでも、地方住
民の約27%が電力供給なしで暮らしていました。

• トリナ・ソーラー2020持続可能な開発の目標
を策定。国連開発計画（UNDP)主導の持続
可能な開発諮問委員会に参加。国連の17
の世界的持続可能な目標実現を促進。

• 国内外の気候変動政策の促進と参加

• トリナ・ソーラーは、「一帯一路」構想に積極
的に対応しました。当社は、当社は、タイ、
ベトナム、マレーシアに単独投資またはジョ
イントベンチャーによるプロジェクトを発足し
ました。

• 貧困地域のエネルギー需要に絶えず注目。
「一帯一路」構想の国々での太陽光発電の
促進。未来の美しい生態学的環境の創出。

国内
レベル

• リスク：FIT（固定価格買い取り制度）の延期。太陽
光発電の中止と縮小。太陽光発電企業に対して、
太陽光発電所と関連インフラ両方への投資が要求
されたことにより、太陽エネルギー価格が上昇。

• 「トップランナー・プログラム」の要求を満た
すために、太陽光発電技術を改良し、効率
を高める。

• 住宅用太陽光発電システム価値創造ユニッ
トを設置。当社の生産能力とブランド人気を
活かして、有名な企業、金融機関、投資家と
協力して共通の開発目標を達成する。

• 太陽光発電の開発と利用におけるイノベー
ションを加速。R&D、製造、太陽光発電利用
による太陽光発電の環境保護連鎖を構築
する。貧困地域の電力不足の問題を解決す
る。太陽エネルギーですべての家庭と人類
に利益をもたらす。

企業
レベル

• 機会：
• 従業員への技術研修の実施と、所得の提供
• 地域社会への雇用機会の提供
• サプライヤーのアンケートと監査によってサプラ

イヤーの社会面および環境面のパフォーマンス
を改善

• リスク：
• 当社が事業を行う地域の法規制の順守
• 生産工程と設置過程での安全上のリスク
• 生産、設置、輸送によって生じるマイナスの環境

インパクト（気候変動を含む）

• より良い労働条件と福利厚生の提供
• キャリア開発機会の増大
• 当社の全世界のサプライヤーとパートナー

の社会的責任に注意を払う。太陽光発電
産業の持続可能な発展を促進する。

• 現地の法規制を厳守する。
• 当社の従業員と請負業者に安全で健康的

な労働環境を提供する。
• 技術革新とエネルギー効率の最適化に

よってマイナスの環境インパクトと製品
カーボンフットプリントを最小限に抑える。

2016年11月に、トリナ・ソーラーとSino-Sri Lanka 
Economic and Cultural Exchanges (Shanghai) 
Co., Ltd.（以下「Sino-Sri Lanka社」といいます）
が、戦略的協力契約を締結しました。両当事者
は、総合的に協力して共同で中国の「一帯一路」
構想を実施し、他の国々で新エネルギー市場を
拡大することになります。Sino-Sri Lanka社が主
に海外市場の開拓を行い、トリナ・
ソーラーは、Sino-Sri Lanka社が契約したプロ
ジェクトに最高の太陽光発電製品と販売前／販
売後のサービスを提供することになります。

「一帯一路」構想の重要拠点であるスリランカ
は、2016年に「ミリオン・ソーラー・ルーフ」計画を
立ち上げました。同国には大きな市場潜在力が
あります。トリナ・ソーラーは、スリランカの市場
シェアの70%を占めており、確固たるブランド認知
と好評判を誇っています。戦略的協力契約の締
結により、トリナ・ソーラーの製品とサービスが現
地市場に組み込まれ、現地の人々にさらに多くの
クリーンエネルギーをもたらし、地域の経済と社
会の発展に寄与するでしょう。

トリナ・ソーラーとSino-Sri Lanka社が共同で
スリランカ市場を拡大

2016年3月に、タイ中ラヨーン工業

団地に位置するトリナ・ソーラーの

子会社Trina Solar (Thailand) 

Science & Technology Co., Ltd

が正式に操業を開始しました。同

工場は世界最先端の施設と完全

自動化された生産ラインを備えて

います。

タイの製造工場が正式に操業開始

「タイは、東南アジアの経済、金融、輸送の拠点です。タイ
はASEAN統合プロセスにおいて重要な役割を果たしてい
ます。太陽光発電産業の先駆者として、トリナ・ソーラー
が、ラヨーン工業団地への投資を決定しました。これは、
我が国の投資政策、インフラ、労働資源が認められたこと
を示しています。この投資が、タイのみならず東南アジア
における再生可能エネルギー開発に役立つことは間違い
ありません。トリナ・ソーラーは、中国とタイの間の長期的
な友好関係とさらなる相互協力に貢献するでしょう」

Vesanu Kean,

タイ副首相

19 20

About the Report  Care for Our Earth    Governance & Development              Message from the Leadership   

Company Profile Corporate CultureCorporate Governance

Focus on Supply Chain     Care for Employees          Contribution to Society     GRI Index 

2016 Corporate Social Responsibility Report

Materiality AnalysisCommunication with Stakeholders Challenges and Opportunities AwardsSupport SDGs

• 機会：2016年12月に、中国国家エネルギー局
（NEA）が「太陽エネルギー開発に関する第13次5
か年計画」を発表しました。

• 1）分散型太陽光発電プロジェクトと「PVプラス」の
利用を推進する。2020年までに、新築の建物の
80%、既存の建物の50%に太陽光発電システムを
設置することを目標とする分散型太陽光発電モデ
ルパークを100か所設置する。

• 2）太陽光発電産業における「トップランナー・プロ
グラム」を実施する。

• 3）太陽光発電エネルギーによる貧困解消プログラ
ムを開発する。：a）280万の低所得世帯に年間
3,000人民元の所得をもたらす。b）近代農業に太
陽光発電プロジェクトを接続することによって貧困
救済策の開発を奨励する。

• 革新と協力によって、太陽光発電エネル
ギーの価格を引き続き下げる。

• 太陽光発電産業の健全な発展のために、
政府に対して縮小問題と予定通りのFIT
補助金の解決を要請する。



受賞
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No. 日付 受賞

1 2016年2月

2 2016年4月

3 2016年5月

4 2016年5月

5  2016年5月

6 2016年6月

7 2016年7月

8 2016年10月

9 2016年10月

10 2016年11月

11  2016年11月

12 2016年11月

13 2016年12月

14 2016年12月

15 2016年12月

• ブルームバーグ・ニュー・エナジー・ファイナンス（BNEF）が「世界で最もバンカブルな
太陽光発電モジュール製造会社」に指定

• Hubei Trina Solar Energy Co., Ltd.が、湖北省仙桃市沙嘴街道委員会より、「2015年
安全生産先進団体」受賞

• 上海新エネルギー協会より、「太陽光発電産業の持続可能な開発企業」受賞

• EcoVadis社によるCSRパフォーマンス調査において、「シルバー」評価を取得

• BSIが実施するISO14064温室効果ガス排出の定量化システム認証に合格

• Changzhou Trina Solar Co., Ltd.とYancheng Trina Solar Science & Technology Co.,
Ltdが、江蘇省労働安全管理局より「2015年江蘇省安全文化モデル企業」の栄誉を受
ける

• 天津サマーダボス会議でボストン・コンサルティング・グループ（BCG）より「2016年グ
ローバル・チャレンジャー」100社リストに選出

• 中独インテリジェント製造連盟、中独産業都市連盟、および『ロボット産業』誌より、「中
独インテリジェント製造のライトハウス企業」に指名

• 第8回中国海外投資見本市と2016年中国国際エネルギーリーダーサミットで、「2016年
中国エネルギー企業優秀功績」受賞

• 江蘇省労働安全管理局より「安全生産標準化企業2級」を取得

• 英国規格協会 （BSI）が実施するPAS2050/ISO14067製品カーボンフットプリント認証
に合格

• 第7回中国グリーン開発フォーラムで「2016年中国の環境意識の高い企業10社」受賞

• 51job社の2016年中国モデル雇用者授賞式で、「中国モデル新雇用者」受賞

• 第2回中国エネルギー開発・革新フォーラムと2016年エネルギー年次大会で「2016年
太陽光発電による貧困緩和賞」受賞

• シンガポールでの2016年アジア・サステナビリティ報告賞で「ベスト職場報告賞」受賞
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環境への取り組み

私たちの環境は、人類の生存と発展の基礎です。トリナ・ソーラー
は、たゆみないイノベーションによって持続可能な開発を約束しま
す。　当社は、ISO14001環境マネジメントシステムとISO50001エネ
ルギー　マネジメントシステムを確立することによって、当社の事業
活動によるマイナスの環境インパクトを最小限に抑えています。当
社は、当社事業が環境に優しく、責任が取れる、持続可能な方法で
発展するよう、2020環境に配慮した持続可能な開発目標を設定し
ました。

Green Sustainable Development Dealing With Climate Change Environment-friendly Operation Biological Diversity Management

GRI Index     
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世界の人口の約15%に相当する推定11億人が電

気を利用することができません。国連の「世界人

口予測報告書」によれば、世界の人口は2050年

までに97億人に達すると予想されています。信

頼できる手頃な価格のエネルギー供給をすべて

の人々が利用できるようにすることは、困難な目

標です。

トリナ・ソーラーは、太陽光発電業界のリーダーと

して、世界中でクリーンなソーラーエネルギーの

開発に全力を尽くしています。当社は、手頃な価

格のクリーンなソーラーエネルギーを提供する一

方で、環境保護と持続可能な開発にも注意を

払っています。

2016年の1MWのモジュール生
産当たりのGHG排出量、2012
年比30%削減

製品カーボンフットプリント、　
2012年比18.7%削減

2016年の1MWのモジュール
生産当たりの電力消費量、　
2012年比32%削減

2016年の1MWのモジュール
生産当たりの水消費量、　　
2012年比39%削減

No. トリナ・ソーラーの2020年までの地球にやさしい
持続可能な開発目 2015 2016 削減率 

1 182.6 168.0 8%

2

• 1MWモジュール当たりのCO2排出量を2015年比で15%削減

• 1MWモジュール当たりの統合エネルギー消費量を2015年比で10%削減

• 製品カーボンフットプリントを2015年比で18%削減

• 1MWモジュール当たりの電力消費量を2015年比で15%削減

• 1MWモジュール当たりの水消費を2015年比で10%削減

13.15 13.12 0.2%

3

PD05 18.7%

PD14 21.8%

PEG5 25.4%

4 221 187 15.4%

5 1885 1744 7.5%

地球にやさしい持続可能な開発

「ソーラーエネルギーをすべての人々に」というミッ
ションの遂行に注力するトリナ・ソーラーは、常に
持続可能な開発というコンセプトを守っています。
当社は、国連の2030世界持続可能な目標に貢献
するようたゆまぬ努力を続けます。

トリナ・ソーラーは、ISO14001環境マネジメントシステ
ムを確立しており、またトリナ・ソーラーの2020持続
可能な開発目標を策定しています。さらに、世界中の
パートナー、学術機関、政府、NGOと積極的に協力し
て、技術革新による太陽光発電パリティの実現を推
進しています。トリナ・ソーラーは、、持続可能な開発
のためにエネルギー効率の改善と再生可能エネル
ギーのシェアを増やすべく全力で取り組んでいます。

2020年までの地球にやさしい持続可能な開発目標

25
26
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環境マネジメントシステム

トリナ・ソーラーは、環境保護を保証・向上する継続
的取り組みにおいて、常に日常業務で最高の環境
保護基準を順守しています。当社のほとんどの製造
工場が、ISO14001環境マネジメントシステムを確立
しています。当社は、環境保護と持続可能な開発
を、用地選定、設計、建設、工場操業をはじめとする
当社のあらゆる業務プロセスに組み込んでいます。
当社は、確立された環境マネジメントシステムによっ
て製品、活動および関連サービスの環境面を効果的
に管理しています。

トリナ・ソーラーは、持続的で包括的な経済成長、社
会発展および環境保護を促進するよう協力すること
を約束します。トリナ・ソーラーの環境マネジメントシ
ステムは、環境パフォーマンスの向上に資するよう
設計されており、環境保護と持続可能な開発の問題
に対処するための体系的で整った手法を当社に提
供しています。環境マネジメントシステムは、環境パ
フォーマンスを達成・維持するための組織構造、計
画活動、責任、手順、プロセス、資源を含む当社の
管理体制全体の一部を構成しています。

連鎖 対策

工場/太陽光発電所の
用地選定、設計、建設

• 環境影響評価で、プロジェクト案が地域の環境に与えるプラスとマイナス
のインパクトを評価する。

• 環境保護施設が、建設プロジェクトの主要部分と同時に設計、建設、使用
開始されるようにする。

• 地域の生態学的環境と生物多様性を保護する。

研究開発

• 環境保護の概念をR&Dに具現化し、製品変換効率を改善する。

製造

• 持続可能な資源の利用を徹底する。
• 継続的にエネルギー効率を上げる。
• 処理済み廃水と廃ガスの放出が国と地域の規制条件を満たすよう徹底

する。
• 資源のリサイクルを促進する。
• グリーンオフィスを促進する。

梱包

• 包装の安全性に影響を与えることなく、梱包材料を削減する。
• 再生された分解可能な梱包材料を利用する。

物流

• 合理的な輸送ルートを開発する。
• 最善の輸送方法を選択する。
• 容器の利用率を改善する。

製品リサイクル

• PVサイクル協会に加盟し、廃棄太陽光発電製品を、環境にやさしい方法
で処分する。

• 日本のガラス再資源化協議会（GRCJ）に加盟する。

トリナ・ソーラーは、太陽光発電モジュールと関連シ
ステム拡張ソリューションを、ソーラーシステム設置
の全体コストを下げるように設計し、製造することに
全力を注いでいます。当社は、クリーンエネルギー製
品を供給するに際して、全従業員の労働安全衛生の
ほか、環境保護、当社営業の経済性と環境との間の

持続可能な発展を重要視しています。当社のビ
ジョンは、従業員のために安全で　健康的で環境
にやさしい職場を、そして人類のために調和の　
取れた緑の地球を作ることです。ここで、当社は
以下の事項を誓約します。

適用されるすべてのEHS（環境、安全衛生）およびエネルギー管理に関する法規制を順守し、 
利害関係者の要求に応えます。

エネルギーや資源の効率的な使用と原材料リサイクルの最大化により、持続可能な製造を推
進し、環境面で安全な地球を築きます。

汚染、労働災害および業務上疾病を防止し、マイナスの環境インパクトを最小化し、従業員の
安全衛生を確保することを約束します。

労働災害および業務上疾病のリスクを先回りして低減し、従業員の健康と福祉を増進します。

生産活動および商業活動からのエネルギー消費量および炭素排出量を、エネルギー効率の向

上によって一貫して削減します。

従業員のEHSと省エネに対する意識を高め、従業員がEHSと省エネに関するプログラムに参加
することを奨励します。

EHSおよびエネルギー管理システムを完全なものにすることによって、継続的にEHSおよびエネ
ルギー　管理のパフォーマンスを向上させます。

ステークホルダーなどの関連利害関係者に、透明性の高いEHSレポートを提出します。

当社のサプライヤーがEHSおよびエネルギー管理のパフォーマンスを改善し社会的責任を果た
せるよう、当社がサポートし、関与することを約束します。

EHSに関する方針

当社は、包括的な環境マネジメントシステムと労働安
全衛生マネジメントシステムを、国際規格、すなわち
ISO14001とOHSAS18001に従って確立し、維持して
います。当社は、環境・労働安全衛生およびエネル

ギー管理に関する方針、プロダクト・スチュワード
シップに関する方針を設定し、トリナ・ソーラーの
全従業員が、これらの方針を順守し、推進する
責任を負うことを表明しています。

No. 工場
EISO14001環境マネジメント     

システムが確立しているか否か No. 工場
EISO14001環境マネジメント     

システムが確立しているか否か

1
常州本社内の

各工場
Yes 5 合肥工場 Yes

2 常州亜邦工場 Yes 6 新彊工場 No

3 塩城工場 Yes 7 タイ工場 Yes

4 湖北工場 Yes 8 ベトナム工場 No
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 SDG13：気候変動とその影響に立ち

向かうため、緊急措置を取る

2030年までの国連の持続可能な開発目標（UN SDGs）

20162012 2013 2014

1MWのモジュール生産当たりのGHG排出量（トン/MW）

2015

GHG GHG排出量
（二酸化炭素換算トン）

2012 2013 2014 2015 2016

Scope 1 19,000 17,600 14,900 11,600 15,100

Scope 2 394,900 426,800 475,800 513,200 636,100

合計 413,900 444,400 490,700 524,800 651,200

気候変動への対処

地球の気候変動は、官民の協力が求められる環
境、経済、社会の重大な課題です。当社は、自社の
カーボンフットプリントを削減すること、および、他者
との協力関係において、気候変動を食い止める健
全な公共政策の策定に影響を与えることの両面で、
リーダーシップを発揮しています。

世界経済の発展の原動力はエネルギーです。現在世界
で使用されている主要なエネルギー源は化石燃料です。
しかしながら、化石燃料を消費すると、二酸化炭素、二酸
化窒素、二酸化硫黄、一酸化炭素などの温室効果ガス
（GHG）が放出されます。GHGの放出は、大気汚染、地球
温暖化などの深刻な環境問題につながる可能性があり
ます。さらに化石燃料は再生することができません。した
がって、太陽エネルギーなどの再生可能エネルギーが、
従来のエネルギーに取って代わるという状況が元に戻る
ことはないでしょう。再生可能エネルギーが果たす役割が
ますます重要になり、全世界の主要なエネルギー源の一
つになりつつあります。

GHG排出量の削減と製品カーボンフットプリント

トリナ・ソーラーは、企業と環境の調和が取れた発展に、
継続的に留意しています。当社は、ISO14064温室効果ガ
ス排出データ検証を毎年実施しています。当社
は、PAS2050/ISO14067カーボンフットプリント検証を2年
ごとに実施し、原材料取得、製造、輸送、梱包などを含む
ライフサイクル全体を通して温室効果ガス排出量を検証
しています。検証により、製品設計、製造および梱包の過
程で温室効果ガス削減の機会を求めることが可能にな
り、省エネおよび汚染削減プロジェクトの可能性を探るこ
とができます。

温室効果ガス排出量

下記の図表は、中国国内の製造工場についての1MW
のモジュール生産当たりのGHG排出量（トン/MW）を
示しています。次ページの図は、当社主要製品ごとの
カーボンフットプリントの構成（％）を示しています。

GHGの種類 CO2 CH4 N2O HFCs PFCs SF6

2016年のGGH排出量
（二酸化炭素換算トン）

645,000 40 4 5,100 0 1,030

シリコン 0.7%

鋳造 6.3%

セル 32.3%

その他の活動 1.1%

ウエハ 9.9%

モジュール 49.7%

TSM-PD05

239.4

173.8
182.7 182.6

168.0
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世界をリードする太陽光発電企業として、当社は、
全世界で再生可能エネルギーを推進するために、
当社の資源と影響力をどのように活用するか検討
してきました。トリナ・ソーラーは、ISO50001エネル
ギーマネジメントシステムを確立し、温室効果ガス
排出データ検証についてのISO14064認証を取得
し、PAS2050/ISO14067製品カーボンフットプリント
検証に合格しました。

当社は、エネルギー効率の改善、GHG排出量の削
減、資源の節約に継続的に専心当社は、2020年ま
でに1MWモジュール生産当たりのGHG排出量を
2015年比で15%削減し、製品カーボンフットプリント
を2015年比で18%削減するという目標を設定してい
ます。当社は、統計データのフォローアップも毎年
行う予定です。オゾン層の保護に関するウィーン条
約およびオゾン層を破壊する物質に関するモントリ
オール議定書の要求事項に従い、トリナ・ソーラー
が使用するいずれの冷却剤、消火剤にも、オゾン層
破壊物質（ODS）は含まれていません。

当社は、2017年には、当社海外工場も温室効果ガ
ス排出量の検証対象に含める予定です。事業の拡
大により、当社の合計GHG排出量もそれに対応し
て増加しました。しかし、1MWのモジュール生産当
たりのGHG排出量は、2012年比で30％の削
減、2015年比で8％の削減を達成しました。

TSM-PD14

シリコン 0.7%

鋳造  6.4%

セル 33.0%

その他の活動 1.1%

ウエハ 10.1%~

モジュール 48.7%

TSM-PEG14

シリコン 0.7%

鋳造 6.3%

セル 32.3%

その他の活動 1.1%

ウエハ 9.9%

モジュール 49.7%

TSM-PEG5

シリコン  0.7%

鋳造  6.3%

セル 32.3%

その他の活動 1.1%

ウエハ 9.9%

モジュール 49.7%

2016年の製品カーボンフットプリント：製品カーボンフットプリントの構成
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ギー媒体の消費量を記録・分析して、1MWのモ
ジュール生産当たりの標準石炭消費量、すなわ
ち統合エネルギー消費量（Ton　SCE/MW）を月
次ベースで報告しています。購入電力が、当社
の　製造工程で使用される主要なエネルギー種
類で、窒素と天然ガスがそれに続いています。

2016年も、当社は、省エネプロジェクトの特定と
実施、エネルギー使用の最適化により、エネル
ギー効率の改善を継続しました。常州工場の電
池製造部の拡張により、天然ガス、窒素および
購入電力の消費量が2016年に増加を示しまし
た。しかしながら、1MWのモジュール生産当たり
の天然ガスおよび窒素の消費量は、前年に比べ
て安定しています。加えて、1MWモジュール当た
りの電力消費量も、統合エネルギー消費量
も、2016年は前年に比べて減少しました。

エネルギー効率の向上

持続可能な発展には、クリーンなエネルギーだけで
なく、高いエネルギー効率も必要です。当社
は、CO2排出量を削減し、よりコスト競争力が高い
製品を生産するために、エネルギー効率の向上に
注力しています。

2014年、トリナ・ソーラーの常州本社工場は、太陽
光発電産業に先駆けて、ISO50001エネルギーマネ
ジメントシステムの確立に着手しました。このシステ
ム確立の目的は、エネルギー消費量を削減し、エネ
ルギー効率を改善し、省エネの手段とテクノロジー
を系統的に実践に移すことにあります。

当社が使用している一次エネルギーは主に天然ガ
スであり、二次エネルギーは電力とディーゼルで
す。エネルギー消費媒体には、水、窒素、酸素、ア
ルゴンが挙げられます。当社では、一次および二次
エネルギーの消費量と、間接的に消費されるエネル

エネルギーの種類 2012 2013 2014 2015 2016

天然ガス（10,000ｍ3） 403 321 272 271 455

窒素（10,000ｍ3） 1,756 2,130 2,371 2,580 4,205

購入電力（MWH） 478,265 527,074 589,501 634,931 861,112

20162012 2013 2014

1MWのモジュール生産当たりの
天然ガス消費量（10,000ｍ3/MW）

2015

0.23

0.13 0.10 0.09 0.10

20162012 2013 2014

1MWのモジュール生産当たりの
窒素消費量（10,000ｍ3/MW）

2015

1.02
0.83 0.88 0.90 0.91

20162012 2013 2014

1MWのモジュール生産当たりの
電力消費量（MWH/MW）

2015

277

206 219 221
187

20162014

1MWのモジュール生産当たりの
統合電力消費量（TCE/MW）

2015

設備の安全操作を確実にするため、多結晶炉は、工程冷却水（PCW）で冷却されていま

す。炉に流入される冷却水の温度は、トリナ・ソーラーの常州工場では24±1°Cに設定さ

れていました。冷却水の温度要件を満たすために、夏季には、大量の電力を消費する冷

却装置を使用する必要がありました。当社の設備エンジニアと工程エンジニアが協力して

設備メーカーと何度も実験して、冷却水の温度を32±2°Cに設定できることを発見しまし

た。当社は、遊休平板熱交換器2台を主冷媒ポンプシステムに利用し、また熱交換面積

490ｍ2の別の平板熱交換器2台を追加しました。改良後は、冷却塔から交換・放射される

熱を利用して、炉に流入する水の温度要件を満たせるようになりました。このプロジェクト

によって、976トン/年のカーボン排出量に相当する1,220MWh/年の電力消費量を節減す

ることができました。

西キャンパスの多結晶製造部用のPCWシステムをアップグレード

CASE 
STUDY

工場 2012年から2016年までの省エネプロジェクト
削減エネルギー
（百万kWh/年）

CO2排出量
の削減

（トン/年）

常州工場 

• エネルギー消費量の多い設備を省エネ型で高効率の設備に交換。　例
えば、省エネ型で高効率のモーターの使用、シリコン製造部のアングル
グラ
インダーをサンドブラスターに交換、廃水処理プラントの遠心分離機を圧
搾濾過器に交換することによる電力消費の節減など。

• 冷却装置（チラー）の冷却水、エア・コンプレッサー、冷蔵庫からの廃熱と
エネルギーを回収し、それを製造部で使用して天然ガス消費量を節減。

• 実際の負荷ニーズに基づいて、稼動設備を改造。例えば、送風機、エア・
コンプレッサー、水ポンプなど稼働中の機械の数を、生産ニーズに合わ
せて最小限化。また真空ポンプを並列に接続することによって、多結晶
製造部で稼動する真空ポンプの数を最小限に維持。・生産工程を絶えず
最適化することによって電力消費を削減。例えば、鋳造製造部では、るつ
ぼの上での高温乾燥に代えてシリカゾル処理を採用。シリコン製造部で
は、乾燥機を追加して、乾燥時間を短縮し、電力消費を削減。

37 31,300

塩城工場
• 塩城工場で、PCW（工程冷却水）なしの冷却プロジェクトを実施して電力

を節減。
• 公共区域の照明装置を光学的に制御するよう改善。

0.5 400

湖北工場
• 蛍光灯を省エネ型LED灯に交換。
• すべてのエア・コンプレッサーを周波数変換器にアップデート。 0.6 480

亜邦工場

• 真空ポンプ冷却用の冷却装置を閉鎖型冷却塔システムに交換してエネ
ルギー消費量を削減。

• エア・コンプレッサー用のVSD（可変速駆動装置）を設置して、電力消費
量を削減。

0.2 160

合肥工場

• 合肥工場の製造部の屋根が断熱材の入っていない着色鋼板製であった

ため、製造部は夏暑く冬寒かった。製造部の設計温度要件（5～28C）が満

たされていなかったので、冷水システムが常にフル稼動していた。エネル

ギー消費量削減のために、鋼板の内側に断熱綿を取り付けることにより、

製造部の温度要件が満たされただけでなく、電力量も削減した。

0.5 400

新彊工場i • 新彊工場の気候の特徴により、温度制御装置を冷却塔に設置して電力

を削減。
0.05 40

タイ工場

• ポンプを使う代わりに、水位差によって貯水タンクに水を供給して、電力

を削減。

• 冷却水の排熱を集めて、電気加熱システムの稼動時間を最小限化。
1.5 1,200

合計 40.35 33,980
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SDG7: すべての人々に手ごろで信頼

でき、  持続可能かつ近代的なエネル

ギーへのアクセスを確保する

2030年までの国連の持続可能な開発目標（UN SDGs）

環境にやさしい経営

より持続可能な未来を作るためには、よりクリーン
なエネルギーが必要です。当社は、責任を持って
業務を行うだけでなく、プロダクト・スチュワードシッ
プ方針、技術革新、製品の変換効率の向上、故障
または寿命が終わった太陽光発電製品の適切な
処分を実施することによって、クリーンな太陽エネ
ルギーを提供して世界のエネルギー需要を満たす
ことを約束します。

プロダクト・スチュワードシップ方針

トリナ・ソーラーは、適用されるすべての規制要件や工業規格への適合を保証する方法で、業務を
遂行します。当社は、環境、健康、安全責任を、当社製品のライフサイクルのすべての段階に統合
することを約束します。

当社は、製品の、環境、健康、安全面における継続的な性能改良である、プロダクト・スチュワード
シップが、持続可能なビジネスの礎石の1つであると確信しています。当社は、従業員、お客様、そ
れに、当社が事業を営む地域のコミュニティーを保護する、責任ある方法で行動します。

トリナ・ソーラーは、有効なプロダクト・スチュワードシップ管理プログラムを実行することを約束し、
より安全で、もっと環境的に持続可能な製品への高まり続けるお客様の要求に応える当社のコミッ
トメントを示し、リーダーシップを発揮します。

トリナ・ソーラーは、新しい原材料や製品を、現在および将来の世代にとってのそれらのリスクを評
価することによって、責任ある方法で開発するよう積極的に取り組みます。当社は、紛争に無関係
な原材料や製品を確約し、倫理的で環境に優しい調達によって、持続可能な発展の

トリナ・ソーラーは、当社製品が安全に輸送され、保管され、使用されるために、お客様、販売店、
ユーザーに製品の手引きを提供しています。当社は、故障または寿命が終わった（EOL）太陽光発
電モジュールの引き取りおよびリサイクルに自発的に参加しています。

当社は、エネルギー効率の絶え間ない向上と温室効果ガス削減によって、気候変動との闘いに積
極的に関与することを約束します。

トリナ・ソーラーは、ステークホルダーと関わって、方針声明を定期的に見直すことによって、方針
声明が適切性を維持し、ステークホルダーの期待に応え続けるようにします。

太陽光電池効率の継続的改善

トリナ・ソーラーは、シンガポール太陽光エネルギー
研究所やオーストラリア国立大学など世界の主導的
太陽光発電研究所や大学とパートナーを組んで、お
客様のために太陽光発電テクノロジーを前進させ、
最先端のソリューションを生み出しています。トリナ・
ソーラーの国家重点研究室で開発された単結晶セル
が、2016年12月19日に実効変換効率22.61%に達し、

またもや新しい世界記録を樹立しました。 2016年末
現在、トリナ・ソーラーは、累積で15回世界記録を更
新しました。イノベーション志向の太陽光発電業界に
あって、トリナ・ソーラーは、セル効率が高く、システ
ムコストの低い最先端の太陽光テクノロジーと製品の
開発に常に重点的に取り組んでいます。当社の目標
は、技術イノベーションにこだわり、できる限り早期に
実験室技術を商業生産に移行させることです。

2016年12月に、第18回中国特許賞授賞式が、中国国家知識産権局と世界知的所有権機
関の協賛で中国国家知識産権局（SIPO）で行われました。トリナ・ソーラーから提出された
特許「バックコンタクトシリコン太陽電池の製造方法（特許No.：ZL201210141633）」が、中
国特許優秀賞を受賞しました。

この特許は、単結晶セルの転換効率で、従来品を上回る24.4%という新たな世界記録を樹
立しました。この特許は、新たな薄膜生成法を提示するもので、従来のオールバックコンタ
クト電極の太陽電池製造中の複数回固定によって、P+エミッターとN+表面電界を形成す
るのに長い時間と複雑な技術を要するという問題の解決に成功し、現在太陽エネルギー
を動力とするレースカーや太陽光発電所に利用されています。

トリナ・ソーラーのバックコンタクト（IBC）シリコン太陽電池が中国特許優秀賞を受賞

CASE 
STUDY

クリーンな環境に優しいエネルギー

ソーラーエネルギーは、従来の化石エネルギーに比
べ、炭素排出量を大幅に削減することができます。
当社の最大の緊急課題は、よりクリーンなエネル
ギーを、より高い効率で、より少ないカーボン排出で
製造する方法を見つけることです。当社は、製品効
率の向上と炭素排出量削減を実現するテクノロジー
の模索と利用に力を注いでいます。当社は、持続的
発展に対する系統的なソリューションを提供して、ク
リーンな太陽光エネルギーを一般の人々に提供する
ために、低炭素で環境に優しいエネルギーの使用に
よるエネルギーの使用パターンの変更に全力で取り
組んでいます。
2016年末現在、トリナ・ソーラーの累計モジュール出
荷量は23GW以上に達しました。モジュールは、世界
の利用者に太陽光発電のクリーンなエネルギーを継

続的に提供できる世界中のさまざまなプロジェクトに
設置されています。さらに、当社は、農業、漁業、貧
困緩和、輸送などの用途への太陽光発電の利用を
積極的に模索しています。当初の土地利用を変更し
ないことから、これらのプロジェクトは、生態学的環
境保護に資するだけでなく、クリーンなソーラーエネ
ルギーを作り出すことができます。2016年末までに
トリナ・ソーラーの太陽光発電所は、累積1.5GW近く
に達します。

トリナ・ソーラーは、江蘇省響水の養魚池の上に120MWの太陽光発電プロジェクト

を設置しました。このプロジェクトの面積は257ヘクタールで、480,000枚のモジュー

ルが設置されました。現在までのところ、単独では中国東部で最大容量の太陽光

発電プロジェクトです。水上に太陽光発電モジュールを配置することで、土地の経

済的価値の大幅向上とともに、経済効率、生態学的効率、社会的効率の持続可

能な発展を実現しています。

トリナ・ソーラーの120MWの養魚場プロジェクト

CASE 
STUDY
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累積
モジュール

出荷量 

23 GW

CO2 排出量

2700万トン =

33 34

トリナ・ソーラーは、従業員、お客様、コミュニティーを責任を持って保護することを約束します。当社は、プ
ロダクト・スチュワードシップ方針を導入して、製品ライフサイクル期間（研究開発、製造、輸送、使用、寿命
終了後のモジュールの廃棄を含む）全体にわたって製品の安全性と環境保護を保証しています。
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トリナ・ソーラーは、拡大製造者責任を常に重視し、2007年に設立された非営利組織PV
CYCLE（ヨーロッパ太陽光発電モジュール引き取りおよびリサイクル組織）に加盟してい
ます。PV CYCLEは、世界の廃棄太陽光発電製品のリサイクルのための中央集中型ま
たは個別対応型のサービスに力を注いでいます。

廃棄太陽光発電モジュールの適正な処分

CASE 
STUDY

廃棄太陽光発電製品の適正な処分

太陽光発電モジュールの平均製品寿命は約25年です。1990
年代に設置された太陽光発電モジュールは、使用寿命に達
しており、まもなくスクラップにされます。廃棄太陽光発電モ
ジュールの適法な処分と、廃棄モジュール　の有価値資源
のリサイクルが重大な調査対象となるでしょう。関連研究機
関の調査から、スクラップにされる太陽光発電モジュールの
数は2020年から急速に増加し、2030年までに80,000トン/年
に達することが明らかになっています。

多くの会社は、製品ライフサイクルを終えてスクラップにされ
た太陽光発電モジュールの適法な処分の問題を考えてきま
せんでした。責任ある企業として、トリナ・ソーラーは、廃棄太
陽光発電製品の適法な処分を保証する責任を積極的に引き
受けています。トリナ・ソーラーは、事業を行っている国の電
気電子機器廃棄物（e-廃棄物）管理に関する法規制を厳密
に守り、廃棄電子製品のリサイクルや再利用を積極的に推
進しています。

電気電子機器廃棄物に関する指令（WEEE, 2012/19/EU）
は、電気および電子機器製造者は、EU加盟国で生じた廃棄
機器について、電気機器および電子機器（太陽光発電モ
ジュールを含む）が、リサイクル、再利用、再生、刷新の手段
によって適切に管理されることを確実にするために、リサイク
ルまたは再利用されることを保証しなければならない、

と規定しています。　2012年に、初めて、太陽光発電モ
ジュールや機器が指令の対象になりました。2014年2
月1日以降は、ヨーロッパのすべての太陽光発電製造
者、販売者、設置請負事業者は、EUの廃棄管理に関
する規則を、必要な資金の提供や事務手順を含めて
完全に守らなければなりません。すべての太陽光発電
製品には、WEEEがデザインした、同じ「車輪付きごみ
箱」のロゴの付いたラベルを貼らなければなりません。
（太陽光発電モジュールを含む）が、リサイクル、再利
用されます。

トリナ・ソーラー（ジャパン）株式会社は、2015年に「日
本ガラス再資源化協議会（GRCJ）」に加盟しまし
た。GRCJの中核メンバーは、廃ガラス使用を推進する
協会や会社で構成されています。GRCJは、太陽光発
電モジュールのリサイクル、特に廃ガラスのリサイクル
推進のために設立されました。リサイクルのプロセスに
は、廃棄モジュールの回収、輸送、分解、選別、分離、
ガラス製造が含まれます。ガラスや太陽電池のスク
ラップは、主に破砕と重力分離によって分離・回収され
ます。ガラス屑は、建設資材やセラミックの原材料とし
て利用できます。太陽電池スクラップの金属部品は、
専門の金属リサイクル会社によってリサイクルおよび
再利用されます。

水資源の持続可能な使用

国連の見積もりによれば、現在安全な飲料水が得ら
れない人々が7億7000万人、トイレなどの環境衛生
施設がない人々が10億人います。水は、人類の発展
維持に必須の資源であり、人が生存するための基礎
です。トリナ・ソーラーは、重要な課題の一つとして、
水資源を保護し、水資源の持続可能な使用を通し
て、1MWのモジュール生産当たりの水資源消費量の
削減に努めています。

太陽光発電モジュールの生産は、大量の水を消費し
ます。

水の保全管理を実施するため、当社では、製造部
ごとに節水目標を設定して、さまざまな節水プロ
ジェクト（RO（逆浸透）で除外された水の再利用、
廃水の処理および再利用、空調装置からの復水
の回収など）を実施しました。当社は、RO膜を洗浄
して、DI（脱イオン）水収量を増加させる厳しいメン
テナンス計画を立てました。さまざまな水保全対策
を実施することで、当社は、事業拡大による水消
費総量の増加にもかかわらず、水利用効率の向
上を達成しました。

20162012 2013 2014

1MWモジュール製造当たりの水消費量（トン/MW）

2015

2,870

2,093
1.987

1,885
1,744

当社は、最も貴重な資源は、人が居住する自然
環境であると確信しています。トリナ・ソーラー
は、すべてのステークホルダーに対する当社の
責任を果たすために、努力を惜しむことはありま
せん。私たちは、いつでも、人々と母なる地球の
持続可能な発展に関心を持っています。地球に
やさしい製造や環境保護が、常に当社にとって
の生命線です。当社は、天然資源の合理的な使
用、廃水や大気排出物の適切な処理、廃棄物リ
サイクル、その他の環境保護活動を通して、地
球にやさしい経営を実践しています。

環境にやさしい経営

環境保護の提唱者であり実践者として、トリナ・ソーラー
は、製品開発、原材料調達および製造から、資源や　　
エネルギーの利用、廃物管理まで、製品ライフサイクル
全体を通して持続可能な発展に常に全力で取り組んで
きました。

SDG12: 持続可能な消費と生産のパターン

を確保する

2030年までの国連の持続可能な開発目標（UN SDGs）

種類 2012年から2016年までに実施した節水対策 節水量（100万トン/年）

ROでで除外
された水の

再利用

• ウェハおよび太陽電池の製造工程には大量の超純水（UPW）が必要
です。UPW工場から大量のRO（逆浸透）で除外された水が排出され
ます。当社は、このようなROで除外された水を回収して、これを高い
水質が要求されない工程（ウェハ製造部での前洗浄、アルカリ洗浄、
平面研磨、角度研磨など）で使用しています。

1.57 

廃水の
再利用

• トリナ・ソーラーは、和无锡德宝水务公司（Wuxi Depple Water
Investment）との協業により、新しい水リサイクル工場を建設しました。
この工場は、製造工程で発生した工業排水を処理する先進の二重膜
（限外濾過と逆浸透）テクノロジーを用いて建設されました。処理された
水は、原水供給の補助として、トリナ・ソーラーに戻されます。現在、約
10,000m3/日の廃水がWuxi Deppleに送られ、約6,500m3/日の処理済
み排水がリサクルされています。

2.14

その他

• ウェハ洗浄浴用の社内での水リサイクルの実施：後洗浄浴で使用した
水を、前洗浄浴に戻して再利用。

• 空調装置からの腹水を回収して、冷却塔および排気洗浄装置用の補
助的水供給として使用。

• モジュール製造部の空調装置用の加湿水の回収および再利用。
• 生物学的に処理された排水を、廃水処理工場の溶液調整水として

利用。
• DI水の収量を増やし、ROで除外される水を減らすために、RO（逆浸

透）膜を定期的に洗浄。

0.15

合計 3.86

水資源の効率が
継続的に向上
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• EU加盟国：PV CYCLEは、ヨーロッパ全土に何百もある認定されたリサイクルポイン
ト、廃棄物運送業者、専用リサイクル施設から成るネットワークを構築しています。PV
CYCLEは、持続可能な太陽光発電モジュールの引き取りとリサイクルのソリューション
を提供し、リサイクル資材をさまざまな新規製品の製造に使用しています。

• それ以外の地域：PV CYCLEは、個別対応型のサービスを提供しています。例えば、
国際宅配サービスが必要な人は誰でも、PV CYCLEのホームページ
（www.pvcycle.com）で問い合わせるか、info@pvclcle.comに電子メールを送付するこ
とができます。
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廃水の排出

製造工程からの、再利用またはリサイクルできない
廃水は、当社の廃水処理工場で適切に処理されて
から、公共の下水道に排水されてさらに処理されま
す。2016年中に、化学薬品の漏出や、制限を超えた
廃水の排出はありませんでした。

社会的責任を強く指向する企業として、トリナ・ソー
ラーは、廃水の脱窒と脱リンの技術の積極的な発見
において、太陽光エネルギー部門を主導するよう努
めてきました。数年間にわたる実験的調査の結果、ト
リナ・ソーラーは、従来から行われている手法（生物
化学的ニトロ化と脱窒手法）を用いて廃水から窒素と
リンを除去することを最終的に決定しました。トリナ・
ソーラーの製造拠点は、中国で最も発展した地域の
1つである、太湖近くの江蘇省常州市に位置していま

す。「太湖の水質汚染防止および処理に関する江
蘇省条例」で規制される太湖保護地区内のプロジェ
クトに対して課される窒素とリンのゼロエミッション
の要件を満たすために、当社は、西キャンパス、東
キャンパス、北東キャンパスの廃水脱窒改修を完
了しました。当社は、ウェハ製造部で発生する廃水
の有機物質を必要な炭素源として、また拡散工程
で発生するリン酸のほんの一部を生物化学的ニト
ロ化のリン酸塩源として使用することに成功し、「廃
水で廃水を処理する」という目標を実現し、環境へ
のマイナスのインパクトを低下させました。

2016年の単位生産量当たりの廃水の排出量（トン/
MW）は1,319トン/MWで、2012年の1,760トン/MWに
比べて25%削減しました。

廃ガスの排出

トリナ・ソーラーは各種スクラバー（気体洗浄装
置）（酸性/アルカリスクラバーや有機スクラ
バー）を建設し、排気中の汚染物質を関連法規
制に従って除去し、排出物の濃度を下げ、大気
汚染から発生する危険を回避または低下させ
ています。

トリナ・ソーラーは、正式認定を受けた第三者に、
当社の排気装置およびスクラバーからの大気排出
物を毎年監視させています。その結果は、排気装
置およびスクラバーからの大気放出物が現地の基
準を大きく下回っていることを示しています。

PM濃度（2016年）（mg/m3）

中国の基準

0

120

タイの基準400

フッ素濃度（2016年）（mg/m3）

中国の基準

0

9

NOx 濃度（2016年）（mg/m3）

0

200

中国の基準

タイの基準

240
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中国の基準

排液のCOD濃度（2016年）（mg/ℓ）

中国の
基準 

0

500

排液のフッ素濃度（2016年）（mg/ℓ）

中国の基準 

0

20

排液の合計窒素濃度（2016年）（mg/L）

中国の
基準 

0

45

タイの
基準

700

タイの基準

排液のpH値（2016年）

西
キャンパス

東
キャンパス

北東
キャンパス

0

10

湖北
工場

タイ
工場

タイの基準

エンジニア、EHS担当エンジニア、設備サプライ
ヤーが、有機化合物をCO2とH2Oに変えるために、
高温の燃焼装置を装置の底部に追加することを最
終的に決定しました。改修後には、有機化合物の
95%以上を除去できるようになり、環境へのマイナス
のインパクトを大幅に削減するだけでなく、有機物
が高温のエアパイプラインに蓄積することによって
生じる事故を防止しています。

燃焼装置 
有機物 CO2, H2O

送風機
大気中に

排出 

セル製造部のVOC排出量を削減

セル製造部でインク印刷に使用するペースト
には、有機物が含まれています。溶接炉の高
温下で揮発性有機化合物（VOC）が発生する
可能性があり、これは当初は有機スクラバー
で処理され、規制限度内で排出されていまし
た。当社は、改修プロジェクトを実施して、有
機物の排出量を削減し、環境へのマイナスの
インパクトを低減しました。一連のコミュニ
ケーションと実践の後に、当社の設備担当エ

CASE 
STUDY
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SDG15:　森林の持続可能な管理、砂漠

化への対処、土地劣化の阻止および

逆転、生物多様性損失の阻止

2030年までの国連の持続可能な開発目標
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廃棄物の管理

トリナ・ソーラーの製造工程から発生する廃棄物
は、主に木製パレット、発泡プラスチック、紙くず、
廃油と廃水処理から発生するスラッジです。トリナ・
ソーラーは廃棄物を資源として扱っています。

当社では、さまざまな廃棄物を分別し、「3R」の原
則（削減（Reduce）、再使用（Reuse）、リサイクル
（Recycle））に基づいて管理しています。当社は製
造工程から生じる廃棄物の量を削減するために、
次のような対策を採用しています。

トリナ・ソーラーは、2016年に
江蘇省常州市新孟河に、5MW
の太陽光発電と農業のモデル
プロジェクトを建設しました。
このプロジェクトでは、20ヘク
タールを対象とし、環境にやさ
しい農業（果物、野菜、漢方薬
など）や漁業を開発しました。
作物に必要な十分な日光が届
くよう、両面ガラスモジュール
が温室の屋根に設置されまし
た。

常州の太陽光発電+農業プロジェクト

CASE 
STUDY

トリナ・ソーラーは、雲南省
シーサンパンナに51MWの
太陽光発電と農業のモデ
ルプロジェクトを建設しまし
た。スペースを十分に利用
できるようにするために、両
面ガラスモジュールが茶の
木の上に設置されました。
このプロジェクトは、年間
8000万kWhを発電し、CO2
排出量を60,000トン削減す
ると期待されています。

雲南省の太陽光発電+農業プロジェクト

段階 対策

設計

• 廃棄物最小化を、製品設計段階から考慮する。有毒物質を低毒性物質または非毒性
物質に置き換えるか、有毒物質を最小限に抑える。

製造

• 廃棄物管理手順を整備する。さまざまな廃棄物を、一般廃棄物、資源廃棄物、有毒廃
棄物に分類して、異なる方法で管理する。

• 資源廃棄物（段ボール箱、紙、プラスチック、金属くず、木など）のリサイクルの仕組み
を構築する。

• 年間の有毒廃棄物処分計画を定め、環境法制に従って処分インベントリを維持する。

• 廃棄物の最小化と分別に関する従業員の意識向上のための研修を実施する。

梱包

• リサイクル可能な梱包材料を使用するよう努める。製品安全性を脅かさないという
条件で、軽量材料を使用するよう努める。

当社は、いくつかのプロジェクトを、太陽光発電モ
ジュールを養魚池や農地の上高くに設置して実施し
ました。地域の生物多様性を保護するために、当社
は、太陽光発電システム稼働中も土地を引き続き利
用できる十分な高さにソーラーパネルを設置してい
ます。例えば、ロンドンのドーセットにソーラーファー
ムを建設した際には、当社は、鳥やコウモリのため
に営巣地を作り、用地にさまざまな種類の野生の花
を植えました。土地の一区画を残して、土地固有の
植物や動物の自生地やすみかとなるようにしまし
た。さらに当社は、動植物の生育環境の改善に常に
努め、また環境保護意識を高めるための意識向上
活動を実施することによってプロジェクト実施場所の
生物多様性の進展を推進しています。

生物多様性の管理

事業と生態環境のバランスが取れた発展は、
多くの企業にとって重要な問題です。トリナ・
ソーラーは、新規プロジェクトを開発したり太陽
光発電所を新設するときには、現地の要件に
従って必ず環境影響評価を実施して、環境へ
のプラスとマイナスのインパクトを評価していま
す。当社は、地域コミュニティーの生態学的環
境と生物多様性の保護を約束します。

グリーンオフィス

毎週、私たちの時間の4分の1はオフィスで過ごしま
す。　当社は、環境にやさしいグリーンオフィスは、単
にオフィス業務による環境へのインパクトを最小限に
抑えるだけでなく、従業員が肉体的に快適と感じ、精
神的に高揚する、従業員の体と心の健康に有益な環
境を作り上げることを意味すると考えています。

当社では、「グリーンオフィス」というテーマを業務の
細部に徐々に取り込み、オフィス業務が環境に与え

るインパクトを大幅に低減するよう取り組んでし

ます。当社は、文書の紙コピーを徐々に削減し、

電子文書の使用を推進しています。当社では、

年間の平均出張距離を15,000km削減するため

にテレビ会議システムを確立し、それにより出張

中に発生する炭素排出を低減しています。また、

仕切りボックスごとに照明スイッチを設置して、従

業員が仕切りボックスを離れる際に卓上灯を消

すことを心掛けさせています。

1MWのモジュール生産当たりの処分廃棄物（2016年）（トン/MW）

常州工場 湖北工場 塩城工場

0

3

亜邦工場 合肥工場 新疆工場 タイ工場

一般廃棄物
（埋め立てごみ処理） 

資源廃棄物
（リサイクル）

危険廃棄物（焼却）
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サプライチェーンへのフォーカス

トリナ・ソーラーは、進歩のすべての段階は、サプライチェーン全

体の協力関係と支援に左右されると確信しています。健全で安定

したサプライチェーンが、トリナ・ソーラーの持続可能な発展の鍵

です。太陽光発電産業全体を持続可能な未来に導くために、当社

は、自社の社会的責任を積極的に果たすだけでなく、全世界のサ

プライヤーとパートナーにもそれぞれの社会的責任を担うことを求

めています。

Sustainable Supply Chain

GRI Index     

2015 Corporate Social Responsibility Report
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Conflict-free Minerals Cooperation for Win-win Situation

41



国連の2030年までの持続可能な開発目標

SDG17：持続可能な開発に向けて実施手

段を強化し、グローバル・パートナーシップを

活性化する

持続可能なサプライチェーン

当社は、サプライヤーのCSR履行状況を常に注
視し、サプライヤー選定の基礎としています。当
社は、サプライチェーン全体の持続可能な発展を
促進するために、総合的業績を継続的に改善す
るようサプライヤーを奨励しています。

当社の多層的サプライチェーンは、中国、韓国、日本、マ
レーシア、アメリカ、タイ、ベトナムなど10か国以上の6,700
以上のサプライヤーで構成されています。これらのサプライ
ヤーが、原材料、副材料、インフラ、機器、予備部品、梱
包、物流サービス、個人用保護具、事務用消耗品、認証業

サプライヤー開発

トリナ・ソーラーは企業責任の要素を、当社サプライチェー
ン・マネジメントシステムに組み込む取り組みを行っていま
す。当社は、当社の期待、知見そしてベストプラクティスを産
業全体で共有しています。当社は、包括的なサプライヤー・
レビューシステムと、サプライヤーとの頻繁なコミュニケー
ションを通して、サプライチェーン全体の競争力を継続的に
向上させ、双方に有益なメカニズムを作り上げています。当
社は、サプライヤーを3つのレベル、すなわち、サプライヤー
候補、サプライヤー適格候補、適格サプライヤーに分けて
います。

サプライヤー候補：トリナ・ソーラー向けの製品を製造
する能力または材料を納品する能力を有するが、その資格
と能力の認定をトリナ・ソーラーから得ていないサプライ
ヤー。サプライヤー候補は、当社のサプライヤー候補デー
タベースに記録されます。トリナ・ソーラーはそのデータベー
スから資格要件を満たしたサプライヤーを選んで、アンケー
トと正式な現場評価を通して審査します。

サプライヤー適格候補：資格と能力に対する認定をトリナ・
ソーラーから取得し、トリナ・ソーラーの調達システムに追加

サプライヤー開発の手順

サプライヤーの調査：調達部門が、サプライヤー候補に「サプライヤーアンケート」を配布して、資格を確認します。電話ま
たは直接訪問によって「サプライヤー評価フォーム」が記入され、サプライヤー候補が当社の条件を満たせるかどうかを
確認します。

サプライヤー評価：トリナ・ソーラーは、サプライヤーを評価するための詳細な評価ガイドラインを設定しています。現場評
価が必要なサプライヤー候補については、当社調達部門が、品質マネジメントシステム、供給保証能力、製品の性能およ
び信頼性、企業の社会的責任および企業倫理、EHS管理、新製品開発、コスト、技術サポートサービス、販売サービスな
どさまざまな側面の総合的能力を審査して評価します。この評価結果に基づき、当社はサプライヤー候補を次の4つの等
級に分類します。等級A（合格）、等級B（基本的に合格）、等級C（条件付き合格）、等級D（不適格）。これらの中で、等級C
以上のサプライヤーが当社サプライヤー適格候補になれます。

新規の予備部品/材料/サービスの承認： 正式な調達手順の前に、新規のサプライヤー適格候補の材料要求プロセスが
承認されなければなりません。サンプル評価、バッチ試験、製品信頼性試験を終えた後に初めて、新規サプライヤーは次
の段階に進むことができます。

適格サプライヤーの承認：サプライヤーが新規の予備部品/材料/サービスの承認に合格すると、調達部門が適格サプラ
イヤーのリストにそのサプライヤーを追加し、実際の業績に従って定期的に資格認定ステータスを更新します。

2014年から2016年までの適格サプライヤーの総数

2014 2015 2016

926
967

1,175

100以上のサプライヤーと400人以上
の代表が、トリナ・ソーラーの2016年
サプライヤーミーティングに出席

トリナ・ソーラーのIBCセルを搭載し
たOSUのソーラーカーが2016年FIA
Alternative Energies Cupソーラー
カーレースで優勝

合計6,700のサプライヤーの
内、4,023のサプライヤーが、3
年以上トリナ・ソーラーに協力

アリババと提携して1688キー
アカウント調達プラットフォー
ムを採用
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務などを含む80以上の調達品を提供しています。常州に
所在する当社本社が、原材料、副材料、インフラ、機器、
設置および物流サービスの購入の責任を負っています。
地方工場は、予備部品、個人用保護具、事務用消耗品な
ど低価格の消耗品を購入しています。

加されたサプライヤー。

適格サプライヤー：サプライヤー適格候補が審査に合格す
ると、適格サプライヤーに昇格します。
サプライヤーの調査、評価、新規予備部品/材料の承認、
およびサプライヤーの承認を含む完全なサプライヤー開発
手順が設定されています。その手順は、公正性と透明性を
確保するために担当する複数の部門によって共同で実施
され、当社がサプライヤーを評価し、選定し、また除去する
ときにも役立ちます。



は、影響を明確に査定すべき主要サプライヤーです。

・ 当社の目標である持続可能な発展、重大な環境の側
面、または 重要なリスクに関連する製品やサービスを
提供するサプライヤー

・ 使用が制限されている物質が含まれるまたは職業病
を引き起こすおそれのある製品を提供するサプライ
ヤー

・ 当社のエネルギー性能に重大な影響をもたらす製品、
機器、サービスを提供するサプライヤー

主要サプライヤーの管理

高リスクのサプライヤーに影響力を行使することは、サプ
ライヤーのより高い社会的責任を奨励する効果的な方法
です。トリナ・ソーラーは、サプライヤーCSRマネジメント手
順を策定しました。当社は、新規主要サプライヤーのCSR
調査と現場監査を実施し、新規主要サプライヤーに、コ
ミュニケーションと協力関係を強化するためのCSR誓約書
にサインすることを要請しています。当社は、安定し、経済
的で信頼性の高いサプライチェーンを構築することに専心
しています。

トリナ・ソーラーはサプライヤーのリスクを査定し、リスク等
級を毎年確認しています。当社の目標である持続可能な
発展に関連する製品やサービスを提供するサプライヤー

トリナ・ソーラーは、企業倫理を、サプライヤー選定の鍵となる基準と考えています。誠実性に関する合意は、サプ
ライヤーと締結する契約の不可欠な部分であり、サプライヤーの高い企業倫理基準の促進と維持を目指していま
す。誠実性に関する合意は、サプライヤーがトリナ・ソーラーのいかなる人間にも形態の如何を問わず賄賂を供与
することを禁止しています。サプライヤーが企業倫理や法規制に違反したことが判明した場合、トリナ・ソーラー
は、そのサプライヤーとの提携を直ちに解除します。サプライヤー向けの開かれた苦情申し立てのルートが、誠実
性に関する合意に記載されています。賄賂の供与、授受、要求を含む企業倫理の違反があった場合には、サプラ
イヤーは、トリナ・ソーラーの内部監査（IA）部門に報告することができます。

サプライヤーの管理

当社は適格サプライヤーを次の5つのステータス、すなわ
ち、承認済みサプライヤー、進展中サプライヤー、異常
サプライヤー、凍結サプライヤー、排除サプライヤーに分
類しています。当社は、承認済みサプライヤーにしかバッ
チ注文を出すことができず、進展中サプライヤーには少
量注文となります。異常サプライヤー、凍結サプライ
ヤー、排除サプライヤーには、当社は注文を出しません。

・ 異常： 3回不合格になったサプライヤーは、「異常」
　　　　に分類されます。

・ 凍結： 1年間取り引きがないサプライヤーは、凍結さ
　　　　れ、新規注文が制限されます。

・ 排除： 2年以上取り引きがない、または、「不適格」に
　　　　分類されたサプライヤーはリストから排除され
　　　　ます。 

手順の流れ 内容

主要サプライヤー
のCSR調査 

・ 適正な社会的責任が、サプライヤー選定の鍵となる基準です。トリナ・ソーラーは、新規主要サ
プライヤーについて、包括的なCSR調査を実施しています。当社は、新規主要サプライヤーに
ついて、労働者の安全・健康・福祉の保証、誠実な業務、法規制順守などの側面の総合的成
績を調査します。このような基準に適合しないサプライヤーは、当社の適格サプライヤーになる
ことはできません。

・ 2016年に、当社はトリナ・ソーラーとの長期的な協力関係にある140のサプライヤーについて、
環境ネジメントステムの認証、労働安全衛生マネジメントシステム（EHSシステム）を調査しまし
た。38%以上のサプライヤーが、完全なEHSマネジメントシステムを確立しました。

主要サプライヤー
のCSR誓約書

・ 当社は、当社のサプライヤーが労働基準法、環境保護、労働安全衛生、企業倫理などの側面を
マネジメンシステムに組み込むことを期待しています。当社サプライヤーがトリナ・ソーラーの原則
と理念を確実に順守するようにするために、当社は新規の主要サプライヤー各社に、サプライ
ヤーが誠実な経営を追求し、労働者のために安全で健康的な職場環境を作り、公正な雇用方法
を採用し、労働者に正当な尊厳と敬意をもって遇することを規定した、サプライヤーCSR誓約書に
署名することを要請しています。

主要サプライヤー
のCSR監査

当社は、定期監査がサプライヤーの自己管理を推進する効果的な方法であると確信しています。
主要サプライヤーの現場監査を、文書審査、現場検査、従業員からの聞き取りによって定期的に
実施しています。何らかの問題が発見された場合、当社は当該サプライヤーに、合理的な期間内
に修正するよう要請します。監査中に重大な不適合が見つかった場合、トリナ・ソーラーは当該サ
プライヤーに対し、期間内に修正のための是正策を取るよう要請します。また、当該サプライヤー
は、同様の不適合が再発しないようにするために、管理システムと手順を確立するよう要請されま
す。サプライヤーが当社の要求事項を満たすことができない場合、当社は当該サプライヤーから
の購買量を徐々に削減する場合があり、あるいは当該サプライヤーを恒久的に不適格とする場合
もあります。

サプライヤー監査には、次の要素が含まれます。

・ 企業倫理：公正さと誠実さの倫理基準を順守すること。
・ 安全衛生：従業員に健康的で安全な職場を提供し、事故や傷害、職業的健康上の危険を削減

すること。
・ 環境保護：環境にやさしい製造工程を採用すること。
・ 差別の排除：差別がなく、身体的または言葉による嫌がらせのない職場を維持すること。
・ 児童労働、強制労働、労働虐待の禁止：体罰および強制労働（囚人労働、年期契約奉公、役

身折酬（労働による債務返済）、軍事的労働、奴隷労働の使用を含む）を禁止すること。
・ 結社と団体交渉の自由：労働者が有する、労働組合に加入する権利、労働組合を組織する権

利、労働組合に加入しない権利を尊重すること。

高い企業倫理基準

開かれた苦情申し立て

ルート：

倫理コンプライアンスホット

ライン：+86-519-85176933

不正防止報告用電子メー

ル：IA@trinasolar.com

報告プラットフォーム：

http：//

wb.trinasolar.com:8090/

RCPFM/Trinasolar/report
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報奨制度付き不正禁止報告用ウェブリンク

・ 承認済み：バッチ注文を出せる適格サプライヤーとし
て承認済みです。

・ 進展中：進展中で、試用の少量注文しかできません。
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サプライヤーの業績評価

トリナ・ソーラーは、サプライヤー業績評価手順を確立して
います。サプライヤーの業績指標（材料/物質の品質・価
格・オンタイムの納品・サービス・革新・リスクレベル、EHS
および社会的業績などを含む）に基づき、さまざまな頻度、
例えば、毎月、四半期ごと、または必要に応じて不定期に
サプライヤーの評価を実施します。さらに、その評価結果
に基づき、サプライヤーをさまざまなレベル、すなわち5つ
星、4つ星、3つ星、2つ星、1つ星（それぞれ、非常に良い、
良い、普通、改善が必要、不適格を表します）に分類して
います。2016年にトリナ・ソーラーが149のサプライヤーを
評価した結果は、5つ星69社、4つ星73社、3つ星5社、2つ
星2社、1つ星0社でした。

毎年の評価結果に従って、当社は、相互協力によるサプラ
イヤーの業績向上を目的として、年間優秀サプライヤー、
優秀品質サプライヤー、技術革新サプライヤーを選出して
います。また、サプライヤーの向上を支援するための教育
訓練や指導を定期的に行っています。

レベルの低いサプライヤーには、当社は適切なコミュニ
ケーションと指導を通して業績改善を促します。サプライ
ヤーが要求された通りに改善できない場合、当社は購入
量の制限、購入の中止、あるいはサプライヤーを恒久的に
リストから削除することもあります。2016年に、あるサプライ
ヤーが2つ星と評価されたのは、同社による工程調整の結
果、EVAとガラスの接着が不十分だったためでした。このサ
プライヤーは改善できなかったため、当社は同社との提携
を中止しました。

トリナ・ソーラーは、自社の環境にやさしい発展に注意を
払うだけでなく、持続可能な発展という当社のビジョンと
目標を、率先して全世界のパートナーに伝達しています。
当社のサプライチェーン全体と協力して、当社は、実状に

応じた太陽光発電産業の持続可能な発展のために、インス
ピレーションと革新的なソリューションを提供することを約束
します。

トリナ・ソーラーの2016年年次サプライヤーミーティング

トリナ・ソーラーの2016年年次サプライヤーミーティングが、塩城で開催され、世
界各地の約100社から400人近いサプライヤー代表者が招待されました。「トリナ・
ソーラーのプラットフォームを共有し、太陽光発電産業で成果を収める」をテーマ
として、トリナ・ソーラーの会長兼CEO高紀凡のほか、トリナ・ソーラーの技術部
門、品質部門、調達部門のリーダーが、トリナ・ソーラーと業界の開発動向、技術
の方向性、品質・調達戦略について伝えました。当社は、優秀品質サプライヤー
賞、優秀品質賞、優秀協力パートナー賞、優秀サプライヤー賞の4つの賞を設け
ました。合計22のサプライヤーが表彰されました。これらの賞は、サプライヤーの
継続的改善を促すことによって、ウィンウィンの協力を実現することを目的として
います。

紛争に無関係な鉱物

「紛争鉱物」とは、コンゴ共和国とその周辺の国々で採掘さ
れたスズ、タンタル、タングステン、金、コバルトなどの金属
鉱物を指し、採掘や売買の期間中に人権や環境に対して
重大な問題を発生させる可能性があるものです。トリナ・
ソーラーは、サプライチェーンが紛争に無関係であることを
宣言することができる方針、システム、プロセスを整備して
きました。当社は、環境的・社会的責任を果たしているサプ
ライヤーからのみ材料を調達することを約束します。当社
は、紛争鉱物に注目し、倫理的な調達によって持続可能な
発展を推進するよう懸命に努力しています。太陽光発電モ
ジュールの生産工程では、スズでコーティングされた銅板
が使用されます。当社のサプライチェーンには紛争鉱物が
存在する可能性あることから、当社は、先回りして措置を
講じています。当社は、直接サプライヤーに対し、使用して

いる鉱物の出所を把握することを求めています。当社は、
当社の株主と協調して、紛争鉱物問題に関する持続可能
な解決策を探るために、積極的な行動を取っています。

・ 正式な紛争鉱物管理方針を策定

・ 管理体制を確立し、サプライチェーンに関する紛争鉱
物調査を実施

・ 紛争鉱物に関する研修を主要サプライヤー向けに実施

・ すべてのサプライヤーに、その製品に紛争鉱物を使用
しないことを約束させる正式契約書に署名させ、この要
求事項を下流のプライヤーにも伝達することを確認す
る。

トリナ・ソーラー、華潤電力と
戦略的協力枠組契約を締結

2016年11月17日に、トリナ・ソーラーは、華潤電力控股有限公司（以下「華潤電力」）と戦略的協力枠組

契約を締結しました。同契約に従って、両当事者は、相互の強みを活かしてさらに協力関係を拡大し

て、ウィンウィンの状況を達成することになります。両当事者は、モジュール製品、太陽光発電所、営業

活動の分野での協力を深め、国際ビジネス、技術開発、エネルギー源の相補性における協力を模索し

ていきます。

モジュール生産、太陽光発電所および最先端技術におけるトリナ・ソーラーの経験、華潤電力の発電効

率と利益の優位性と結合することにより、互いに学び合い、ウィンウィンの協力を実現すべく努力してい

きます。

トリナ・ソーラーの第1回優秀品質サプライヤー賞

ケース
スタディ

2016年10月、トリナ・ソーラーは、第1回優秀品質サプライ
ヤー賞を設定しました。その目的は、サプライヤーが製品
品質の改善と生産コストの削減に継続的に取り組むことを
奨励することによって、サプライチェーン全体の持続可能な
発展を推進することにあります。

トリナ・ソーラーの鋳造物、シリコン、セルおよびモジュール
製造部に原材料や副材料を提供しているサプライヤーが、
合計29件の優れた改善プロジェクトを提案しました。最終的
に、PERCウェハ効率の改善、複合バックシート効率の改
善、生産ライン上でのセル破損率の低減、モジュール枠工
程の効率の改善を含む6件のプロジェクトが受賞しました。

サプライヤーの評価結果（2016年）

5つ星 4つ星　　 3つ星　　　2つ星 1つ星

69
73

5 2 0
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ケース
スタディ

ウィンウィンの状況を達成するための協力

ケース

スタディ
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トリナ・ソーラー、NDRCEIと協力契約を締結

トリナ・ソーラーは、2016年6月3日に中国国家発展改革委員会エネルギー研究所（NDRCEI）と協力契約

を締結しました。この協力契約には、両当事者が、実証プロジェクト、公共福祉プロジェクト、公共事業の

ほか国家レベルの政府プロジェクト（低炭素都市、スマートエネルギー都市、リーダー計画など）を含む4

つの領域で緊密に協力することが規定されています。NDRCEIは、中国のエネルギー問題について幅広

い研究を行っている国立研究機関であり、中央政府がエネルギー開発戦略、計画、方針、およびそれに

対応するエネルギー規制、エネルギー基準を策定する最高レベルのシンクタンクです。

この協力を通して、トリナ・ソーラーは、その強みである技術革新、高効率で高品質のモジュールおよび

システムソリューションを、国家発展改革委員会エネルギー研究所のマクロ経済政策、市場計画、ビジネ

スモデルイノベーションなどの業務と組み合わせることができます。今後の協力関係は、トップランナー・プ

ログラム、分散型太陽光発電所のビジネスモデル設計の研究プロジェクト、「ブランド発電所」のプロジェク

トなど具体的なプロジェクトに組み込まれることになります。このことは、中国のクリーンエネルギーの転換

を推進し、エネルギー構造の常識を塗り替え、パリ協定の気候に関する約束を果たすことになるでしょう。

アリババ1688キーアカウント調達プラットフォーム

2016年、トリナ・ソーラーはアリババと戦略的契約を締結し、1688主要顧客調達プラットフォームを採用し

ました。このプラットフォームにより、購入要求部門が、自身で柔軟に取引できるようになり、インターネット

を利用してサプライヤーとウィンウィンの協力を実現できるようになりました。

• 引き合いを前面に押し出すことにより、購入要求と購入履行との間の時間差が短縮され、業務効率
が向上します。

• 1688プラットフォームには、サプライヤー・リソースが多数あります。購入要求部門は、プラットフォー
ム上でサプライヤーの情報（見積価格、輸送距離、サプライヤーの格付けなど）を問い合わせること
ができます。また、その情報を評価することによって、最高のサプライヤーを決定して最善の買付選
択を行うことができます。

• 問い合わせから発注まで、承認および商品受け取りの全プロセスをたどることができます。そのた
め、調達プロセス全体が透明化します。

従来の調達 

・購入要求を出す

・サプライヤーの決定と価格申込み

・交渉、契約締結、発注

・商品の受け取り

・支払い

プロトコル・モール

・オンラインでの操作モード

・オンラインでの価格問合せと入札

・オンラインでのサプライヤー選定と
商品注文

・発注と確認

・支払指示

トリナ・ソーラーのIBCセルを搭載した大阪産業大学が、2016年FIA
Alternative Energies Cupソーラーカーレースの「ドリームクラス」で優勝

2016年8月6日、大阪産業大学（OSU）の「OSU-モデル-S」が、2016年FIA Alternative Energies Cupソーラー
カーレースの「ドリームクラス」で優勝し、また「ドリームクラス」、「オリンピアクラス」、「チャレンジクラス」の22
チーム中総合2位を獲得しました。

2015年以来、トリナ・ソーラーはOSUに協力しています。「OSU-モデル-S」は、トリナ・ソーラーの太陽光発電
技術国家重点研究室が開発したバックコンタクト（IBC）セルのみをエネルギー源として、「2015年FIA 
Alternative Energies Cupソーラーカーレース」で優勝しました。2015年に優勝をもたらした車体を利用した
2016年「OSU-モデル-S」には、同じくトリナ・ソーラーの太陽光発電技術国家重点研究室の開発による、より
変換効率の高いIBCセルが搭載されました。これらのセルは、ソーラーカーの形状に、よりフィットしていまし
た。最適化されたパッケージング材料も車体の軽量化に寄与しました。

フルバックコンタクト結晶シリコン太陽電池を意味するIBCセルは、高効率の結晶シリコン太陽電池です。従
来の太陽電池とは異なり、すべての電極をIBCセルの裏面に置くことで、セル表面の遮光損失を削減して有
効な半導体面積を増やし、セル効率の改善を実現しました。またIBCセルは表面に一体型設計を用いたこと
により、外観がさらに美しくなりました。

ソーラーカーレースには極めて重要な意味があります。効率の良いクリーンなエネルギーと軽量の車体との
組み合わせ方法を研究することによって、レーシングカーは、4時間から5時間走行できるようになります。こ
れは単なるスピードレースというだけではなく、再生可能な太陽エネルギー資源を利用してよりクリーンな未
来を創り出そうという若者の意欲をかき立てます。

「OSUの「ドリームクラス」優勝、おめでとうございます。トリナ・ソーラーが開
発してOSUに提供したIBCセルが、このカーレースで優勝したことを大変嬉し
く思います。今年使用されたIBCセルは、さらに進化を加えた太陽電池でし
た。昨年よりも3ラップ多い69ラップという記録で勝利を勝ち取りました。3つ
あるクラスの中で最高レベルの「ドリームクラス」は、蓄電池ではなく太陽電
池を主な動力源としているため、他のクラスよりも天候による影響が特に顕
著です。総合成績では3クラスで2位という結果でしたが、悪天候にもかかわ
らず完走できたことを喜んでいます。近い将来、OSUとさらに協力できること
を楽しみにしています」

代表取締役社長
Chen Ye 陳 曄,

トリナ・ソーラー・ジャパン

株式会社
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従業員への配慮

従業員は、トリナ・ソーラーが持続可能な発展を推し進めるために

不可欠な力です。当社のミッションとビジョンの実現は、従業員一人

一人のサポートと献身にかかっていると当社は確信しています。そ

のため当社は、従業員に、安全で健康的な職場環境を提供するこ

とに力を注いでいます。また、従業員のための高度な専門研修、魅

力的な給与と福利厚生、開かれたコミュニケーションチャネルを提

供することによって、従業員の熱意をかき立て、会社と従業員との

間にウィンウィンの未来を築きたいと願っています。
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SDG8：すべての人々のための持続的、
包摂的かつ持続可能な経済成長、生産
的な完全雇用およびディーセント・ワーク
を推進する

従業員の権利
トリナ・ソーラーは、人権および労働基準に関する国際条約のほか現地の労働法規制を厳格に守り、それらの

法律に従って各従業員の法的権利を断固として保護しています。

トリナ・ソーラーは、人材を、長期間にわたっ
て発展し続けるために最も重要な要素の一
つとして処遇しています。人材需要の高まり
に対応するため、当社では、インターネット
やキャンパス向けルートで従業員を募集し
ています。さらに、国内外の大学と協力し
て、職業訓練コースを設定し、トリナ・ソー
ラー単独就職説明会を開催しています。当
社の従業員の構成は、まさにミニ国連とい
えるほどです。

地域 男性 女性

アメリカ 29 20

欧州 152 35

アフリカ 2 0

アジア、太平洋、中東 914 1,359

日本 18 7

中国 8,396 4,119

合計 9,511 5,540

国連の2030年までの持続可能な開発目標

SDG5：ジェンダーの平等を達成し、すべて

の女性と女児のエンパワーメントを図る

20162012 2013 2014

女性従業員の割合

2015

100%

0

36.5% 34.9% 34.7% 34.3%
36.8%

ビジネスのグローバル化の中、当社は、労働時間、休日や社会保険制度に関する現地の要件を学んで、人権
および労働基準に関する国際条約への適合を確実にし、魅力ある適法な雇用主になります。当社は、結社と
団体交渉の自由を行使する従業員の権利を尊重し、国内外のすべての工場に労働組合組織を設立します。

工場やオフィスが所在する地域の現地法を順守します。児童労働は厳重に禁止されます。男女は職場では平
等です。製造やサービス提供過程での強制労働を断固として排除します。トリナ・ソーラーの業務プロセスに強
制労働事象が発生したことはありません。

従業員は、従業員有給休暇基準に規定された有給休暇を利用します。当社は、養老保険、労災保険、失業保
険、医療保険、妊娠保険、住宅資金保険などの保険をすべての従業員のために支払います。会社の福利厚生
には、バースデーケーキ券、健康デー、結婚祝い金、伝統的祭事手当て、事故保険、医療入院給付金も含ま
れています。当社は、当社工場やオフィスが所在する地域の最低水準よりも高い報酬を従業員に支給すること
を保証する健全な報酬方針を策定します。

公正で平等な採用方針を厳守し、労使間の良好な関係を促進します。トリナ・ソーラーは、従業員の信仰の自
由に決して干渉せず、いかなる従業員も国籍、民族、宗教、性別、年齢、障がい、既婚・未婚の別で差別される
ことはありません。現在まで、性別および健康状態に関連する差別事象はトリナ・ソーラーでは発生していませ
ん。

市場競争は、売上高や技術だけでなく、人材戦

略に関しても存在します。当社は、従業員の自

己啓発を重視し、持続可能な人材育成戦略を策

定しました。合理的な業績評価、計画的な研修、

魅力的な給与および報奨制度を通して、優秀

な人材を集め、維持しています。トリナ・ソー

ラーは、これらの人材に見合ったプラット

フォームを提供するべくあらゆる努力を行っ

ています。

2016年中国モデル雇用者賞受

賞式典で、「中国モデル新
雇用者賞」を受賞

労働安全衛生関連投資額
は、318万9000米ドル

2016年アジア・サステナビリティ

報告賞授賞式で「アジアベスト
職場報告賞」を受賞

2,483人の社員が「永年勤続賞」
を受賞

2016年末現在、トリナ・ソーラーには、世界23の国と地域
出身の合計15,051人のスタッフがいます。当社は、ジェン
ダーの平等を保証し雇用差別を禁止する関連国際条約、
現地の法規制を厳守しています。トリナ・ソーラーの女性従
業員の割合は、過去数年間にわたって極めて安定してい
ます。2016年現在、当社の女性従業員は5,540人で、その
割合は全体の36.8%です。当社は、スタッフの多様化を推
進するとともに、現地雇用も積極的に促進しています。そ
の結果、地域文化に対する当社の知識が広がるだけでな
く、現地の人々の雇用機会も拡大しています。2016年末ま
でに、トリナ・ソーラーは、合計2,136の海外従業員を現地
雇用しました。
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する従業員は、研修制度を利用して技術職または経営職
に就くことを選択することができます。トリナ・ソーラーは、
優秀な従業員とチームに、毎年賞を授与して自信を与える
予定です。顕著な業績のあった従業員は、会社規定に
従って昇進します。トリナ・ソーラーは、従業員がそれぞれ
の価値観を実現して会社と同じペースを維持することを支
援しています

55 56

報奨 受賞資格

優秀従業員

責任感が強く、顕著な業績のあった従業員に授与される賞。2016年には、192人の従
業員が「優秀トリナ風土賞」、194人の従業員が「優秀貢献賞」、18人の新入社員が
「優秀新入社員賞」を受賞しました。

永年勤続賞

トリナ・ソーラーに長期間勤勉に勤務した従業員を称えるために、当社では5年勤続従
業員2,270人、10年勤続従業員189人、15年勤続従業員24人を表彰しました。当社は、
従業員に、トリナ・ソーラーと共に発展し、成長して輝かしい未来を築くよう働きかけて
います。

優秀チーム賞
顕著な業績のあったチームに贈られる賞。2016年には、13のチームが優秀チーム賞を受
賞しました。

株式付与 優秀な業績を収めた従業員、重要な人材または希有な人材には株式が付与されます。

業績賞
従業員の貢献を促進し感謝するために、四半期ごと、毎年、および個別の業績賞が設
定されています。

モデル労働者
業務、合理的な提案、コスト削減、省資源、環境保護、安全生産で顕著な業績を収め
た従業員に与えられる賞。2016年には、19人の従業員に「モデル労働者」の称号が与
えられました。

女性モデル労働者
専門的能力や優秀な業績を収めた女性従業員に与えられる賞。2016年には、29人の
女性労働者に「女性モデル労働者」の称号が与えられました。

モデルチーム
およびスター社員

省エネ、コスト削減、安全生産で顕著な業績を収めたチームや従業員に与えられる
賞。2016年には、139のチームが「モデルチーム賞」、365人の労働者が「スター社員」
の栄誉を受けました。

学習と
研修の方法

内容

図書館

リーダーシップ
アカデミー

新入社員研修 

各新入社員が迅速に当社の企業風土を把握し、トリナ・ソーラーでのキャリアをスタートできるようにす
るために、当社では新入社員向けの2日間の集中研修コースを実施しています。研修には、次の内容
が含まれます。

・ 歓迎：　トップリーダーとのコミュニケーションを通じて会社の大きな節目を振り返る。
・ チーム形成：　従業員のコミュニケーションの促進とチームの団結強化
・ 方針および手順の紹介：　関連する職位の紹介
・ 展示ホールと職場訪問：　製品と工程の紹介

定期的な

対面研修 

2016年に、次の分野を対象として合計164,870時間の従業員研修が実施されました。

・ 購入、財務、販売、HR、EHSなどの専門的スキル。
・ 時間、コスト、チームの管理
・ 従業員の総合的な能力向上のための、ストレスと感情の管理、EQ管理、効果的なコミュニケーション、

ソフトウェア・アプリケーションなどの研修

UMUオンライン

学習システム

世界各地の従業員に簡便な学習手段を提供するために、トリナ・ソーラーの学習・育成部門が、多機能
のUMUアプリを立ち上げました。

・ 世界各地の従業員は、スマートフォン、iPadなどからログインして、オンラインでコースを検索し、
シェアし、学習することができます。

・ 受講者は、学習グループを結成し、オンラインで受講者や講師と交流することができるので、協調
の精神が養われます。

・ UMUは、写真、音声、文章の一節、テキストを示して、ミニ講座を作ることができます。ビデオミ
ニ講座やライブ放送もサポートしています。トリナ・ソーラーの従業員は、すきま時間を利用して興味
のある講座をいつでもどこでも学習することができます。

員に意欲を起こさせ、当社と同じペースで前進
し続けるよう奨励するために、研修コースを提

供し、各種の賞を設けています。

従業員の能力開発

従業員の情熱と貢献は、トリナ・ソーラーの
無尽蔵の成功の源です。当社は、従業員の
個人的成長と自己啓発を重視し、従業員に
よる努力を大切にしています。当社は、従業

研修と教育

研修と教育は、従業員の向上を助け、従業員に自身の価

値を認識させるのに役立ちます。そのため、トリナ・ソー

ラーでは、研修、教育、文化育成への投資を絶えず増やし

て、従業員向けの強力なキャリア支援システムを提供して

います。当社は、従業員が日々の業務の中でさらに前進

することを希望しています。

当社は、研究機関、コース、講師などを含む、成熟した完

全な研修制度を確立しています。2016年には、社内での

能力開発と動機付け

従業員を引き付け、会社に留まらせ、意欲を起こさせるた
めに、トリナ・ソーラーは、効果的な業績管理の仕組みを確
立しました。従業員は、半年ごとに自己啓発計画書（PDP）
を作成することが求められ、上司がその実績を評価して査
定します。PDPは、業務目標と主要任務、従業員管理目
標、自己啓発目標から成り、個人の成長、チームの発展、
組織の目標のバランスを取ることを目指します。

当社は、管理スタッフおよびリーダーには、業績管理を通し
て目標を設定しています。自身の業務に適した能力を有

2016年に、トリナ・ソーラーは、太陽光発電に関するクイ
ズ大会を開催し、温暖化に関するQ&A、予選会、準決
勝、決勝が行われました。太陽光発電、エネルギーのイ
ンターネット、太陽光発電所、スマートグリッドなどの知識
が対象となりました。このような活動は、楽しくくつろいだ
雰囲気で太陽光発電に関する知識を広げるのに役立ち
ます。

太陽光発電に関するクイズ大会 
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・ 従業員の発展を支援するより良い学習基盤を構築するために、トリナ・ソーラーは、常州図書館と

共同で、2万冊以上の蔵書を有する図書館を開設しました。この図書館は、常州図書館と同じ管理

システムを使用していて、互いにリンクされているため、利用者は両図書館のどちらでも書籍の借

り出しや返却ができます。

・ 電子雑誌やEブックなどを読むための、従業員専用の電子書籍閲覧エリアがあります。当社は、従

業員の読書への関心を高めるために、定期的にブックシェアリング活動を実施しています。

講師の養成と意欲向上を目指して講師クラブを設立しま

した。講師らが互いに専門的な経験と知識を共有すること

になります。モバイルインターネットとスマートフォンの発

展に伴い、すきま時間を利用して興味のあるコースを受

講したいという気持ちが従業員の中で強くなっています。

そこで当社は、このようなニーズを、よりシンプルに簡便

に効率的に満たすために、UMUオンライン学習システムと

さまざまなミニ講座を2016年に立ち上げました。

・ トリナ・ソーラーリーダーシップアカデミーは、中上級管理職向けの学習プログラムの開発と実施を
目的としています。アカデミーでは2016年に、中上級管理職の異なるニーズに応じて、さまざまな研
修プロジェクトを実施しました。

・ 2016年に、当社は24の研修会を実施し、合計540人が参加しました。
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社の実際のメンバーとしての民主的権利を完全
に行使できるようにすることにあります。

当社は、従業員の質問に答え、問題が発生した場合には、
解決策を提供しています。当面解決できない問題について
は、当社はその問題の存在を認識し、対処方法を見つける
よう努力することを認めることによって、従業員の承認と許
しを得ます。

従業員の声に耳を傾ける

トリナ・ソーラーは、従業員の参画を非常に重
視し、従業員に労働組合への加入を勧めてい
ます。当社は、効率的で透明性の高いコミュニ
ケーションチャネルを社内に多数設けていま
す。このように複数チャネルでの複数階層から
成るコミュニケーション経路を設置している目的
は、文化の構築を推進することと、従業員が会

コミュニケーション内容

四半期コミュニケー
ションミーティング

管理職が、会社の発展、業界の状況、課題と機会について従業員とコミュニケーションし、上級管
理職が会議の席上で従業員の質問に答える。

円卓ミーティング
管理職が、会社の経営、報酬と福利厚生、職場環境、安全衛生、従業員の日常生活について労
働者とコミュニケーションする。

ランチタイム・コミュニ
ケーションミーティング

従業員が、管理職と対面して昼食を取り、会社の経営、生活と家族についてコミュニケーションす
る。このミーティングは、管理職が従業員の懸念事項を知るのに役立つ。

人事ホットライン
従業員が、会社の活動、制度と方針、報酬と福利厚生、職場環境、安全衛生などに関する情報を
得ることができる。

Lync社内コミュニケー
ションプラットフォーム

世界各地の従業員が、Lyncによって互いにコミュニケーションすることができ、業務効率を上げる
のに役立つ。

企業Wechatアカウン
ト「トリナの風土」

従業員向けの会社報、活動や研修の情報、ワークフローをリアルタイムで更新し、会社の基本理
念に関連する従業員のストーリーを共有する。

トリナ・トークアプリ
すべてのスタッフが、当社IT部門が開発した社内コミュニケーションアプリ「トリナトークアプリ」を、
携帯電話にインストールすることができる。従業員は、このアプリを使って、他の従業員とコミュニ
ケーションして、提案し、職務を効果的にかつ適時に遂行することができる。

国連の2030年までの持続可能な開発目標

SDG3：あらゆる年齢のすべての人々の

健康的な生活を確保し、福祉を推進する

柔軟な福利厚生プログラム

2015年に、当社は、従業員の賠償責任保険、傷害保険、補
助的民間医療保険を統合し、管理職者とその家族に健康
保険の選択を可能にする柔軟な福利厚生プログラムを開
始しました。従業員は自分自身と家族の保険項目を、自ら
の必要に応じて選ぶことができます。保険項目に加えて、
従業員は医師に電話をしたり、柔軟な福利厚生プログラム
による割引を受けることもできます。2016年、当社はこの

快適で効率的な職場の雰囲気

当社は、良い職場の雰囲気を作り出すことが、従業員の
仕事と生活の両立に役立つと信じています。従業員は、さ
まざまな文化活動に参加することで、ストレスを解消する
ことができます。

トリナ・ソーラーには、サッカー、バスケットボール、バドミ
ントン、卓球、水泳、釣りなどのスポーツクラブが多数あり
ます。当社は、従業員の興味に応じて、毎年スポーツ大
会を実施しています。例えば、バスケットボールのリーグ
戦は8年連続、バドミントン大会は7年連続、綱引き大会は

従業員の子どもの健康
親子の関係を深めるため、トリナ・ソーラーは、子どもたち
の心身の健康に良い親子活動の実施を続けています。　
2016年には、「私のテクノロジーへの夢」と題した絵画と書
道の大会を開催し、また従業員の子どもを対象としてサ
マーキャンプを実施しました。さらに、「子どもと共に成長す
る」いうテーマでWechat講座を開き、親子読書会も実施し
ました。このような活動は、楽しく、教育的なものでした。こ
れらは、親子間の感情の交流を促進するだけでなく、従業
員に子どもの心身の健康にもっと注意するよう求めるもの
でもあります。

ヨーロッパ地域のトリナ・ソーラーは、「未来のキャリア計画
の日」を毎年開催しています。この日は、親が子どもを職場
に連れて来て、その特別な日を1日中子どもと過ごすことが
できます。子どもも、親の仕事内容を知ることができ、実世界
がどのように動いているかを知る機会が得られ、労働の価
値と意味を理解します。私たちは、子どもたちを親の職場に
連れてくることは、従業員と子どもたちが互いに理解し合うだ
けでなく、社員が仕事と生活の良いバランスを保つ一助にな
ると確信しています。

従業員の健康

心身共に健康な従業員は、作業効率が高く、大
きな熱意をもって仕事に取り組みます。トリナ・
ソーラーは、従業員の心身の健康に絶えず気
遣っています。当社は、なごやかで友好的な職
場の雰囲気を作り出し、従業員が仕事と生活を
うまく両立できるよう努めています。

トリナ・ソーラーは、従業員支援プログラム（EAP）を立ち上
げ、定期的に専門家を招いて、ストレス管理、職業的メンタ
ルヘルス、健康なライフスタイルに関する指導を行って、
従業員の業務のプレッシャーを和らげ、心理的苦痛の除
去と業務効率の向上に役立てています。

当社は、社内診療所を設置して、従業員に医療および健
康に関するカウンセリングサービスを提供しています。当
社は、上級管理職と40歳以上の従業員に年次健康診断を
実施しています。他の従業員には、2年に1度健康診断を
実施しています。また、女性には毎年健康診断を実施し、

従業員向けの伝統的鍼療法も無料で提供しています。つ
まり、当社は、従業員が生活をもっと楽しめるようにする
ために、健康的で安全、快適な職場を作り出すことに努
力を惜しみません。 

タイのソンクラン祭り

タイでは、水掛け祭りとも呼ばれるタイの旧正月を祝うソンクラン祭りが、4月13日から15日まで

行われます。2016年4月12日に、トリナ・ソーラーのタイ工場で、正式操業開始後初めてのソンク

ラン祭りが行われました。現地の風習に従って水をかける洗礼式が行われました。従業員たち

が職長達の手に水を掛けて、祝福しました。トリナ・ソーラーのタイ工場長が、全員の新年の成

功と繁栄を祈願しました。祭りの後には、中国とタイの両国の従業員が互いに水を掛け合って

新年を祝いました。互いに水を掛け合うことによって、悩みを洗い流し、祝福を受け合いました。
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プログラムをアップグレードし、従業員による満足度評価に
もより耳を傾けました。従業員の要求に従って福利厚生プ
ログラムの適用範囲を拡大し、歯科治療もカバーされるよう
になりました。こうして従業員は快適な生活を十分に保証さ
れ、仕事と生活を両立できるようになりました。

6年間、卓球の試合は5年間、ポケットビリアード大会とマ
ラソンは3年間開催しています。文化を広め、仕事以外の
従業員の文化生活を豊かにするために、当社は、地域の
伝統的な祭りを祝うさまざまな活動を準備しています。さら
に、読書会、太極拳教室、ヨガ教室、女性従業員専用のフ
ラワーアレンジメント教室などもあります。リラックスさせる
緩やかな動きが、日常の喧噪の中で気持ちを静め、精神
を磨き、仕事と生活により大きな自信を与えます。
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工程 対策

工場の設計と建設 

・ 労働安全衛生の評価と、プロジェクト案が従業員およびコミュニティーに与える潜在的なマイ
ナスのインパクトの評価が提供され、安全と労働衛生を確保するための対策が取られる。

・ 労働安全衛生施設が、建設プロジェクトの主要部分と同時に設計され、建設され、使用開
始される。

研究開発

・ 職業上の危険が全くないか低い安全な方法および材料のみを使用する。

製造

・ あらゆる作業プロセスの危険を特定し、リスクレベルに応じて防護手段を講じる。
・ 作業指示書をまとめて、安全および労働衛生の責任体制を導入・改善し、徐々に安全成

績を高める。
・ 従業員の労働衛生を保護するために、安全生産と労働衛生への十分な投資を確保する。
・ 従業員の労働安全衛生研修を実施する。
・ 緊急避難訓練を実施する。
・ 従業員の安全に対する意識を高め、安全文化を育てる。

梱包

・ お客様の安全を確保するため、リサイクルされた無毒の梱包材料を利用する。

No. 工場
OHSAS18001 労働安全衛生

マネジメントシステムを
確立しているかどうか

No. 工場

1 常州本社の工場 Yes 5 合肥工場 Yes

2 常州トリナ
亜邦工場 

Yes 6 新彊工場 No

3 塩城工場 Yes 7 タイ工場 Yes

4 湖北工場 Yes 8 ベトナム工場 No

当社は、2020年に向けて、総記録事故率（TRR）を2015年
に比べて5%引き下げるという中長期目標を設定しました。
当社は、安全成績の改善を、日常業務の不可欠な部分と
見なしています。

しかしながら、2016年に製造部門の自動化が進んだこと
と、国内外で工場が新たに操業開始したため、当社の総記
録事故件数が上昇しました。その結果、それに応じてTRR
が上昇しました。EHS部門と担当部署が共同でTRR上昇原
因の詳細な分析を実施し、TRRを継続的に低下させるため
に、事故の種類と原因に応じてTRRを低下させる是正措置
および予防措置を用意しました。

トリナ・ソーラー、アジアのベスト職場報告賞を受賞

トリナ・ソーラーは、太陽光発電モジュール、システムソリューションおよび
サービスの提供において世界のPV業界をリードしています。当社は、クリー
ンなソーラーエネルギーの提供を約束し、「ソーラーエネルギーをすべての
人々に」というミッションの実現に絶え間なく取り組んでいます。当社は、従
業員のために最高の職場を作り出し、従業員の健康とウェルネスを増進す
るよう努力しています。2016年11月に、トリナ・ソーラーは、シンガポールの
「2016年アジア・サステナビリティ報告賞」で、サステナビリティ報告の地域最
高の賞である「アジアのベスト職場報告賞」を受賞しました。

シンガポールで開催されたアジア・サステナビリティ報告賞（ASRA）は、この
地域のサステナビリティ報告では最も高く評価されています。サステナビリ
ティ報告を採用する企業の増加を促進するために、シンガポールに拠点を
置くサステナビリティ関連会社CSRWorks Internationalが、アジア・サステナ
ビリティ報告賞を創設しました。アジア・サステナビリティ報告賞は、優れたサ
ステナビリティ報告に対するアジアレベルの唯一の表彰であり、指導的企業
を表彰することによってベストプラクティスを称賛することを目指しています。
アジア・サステナビリティ報告賞は、企業の社会的責任に関するサービスを
提供している大手企業CSRWorks Internationalの1部門であるcsrmattersが
企画し、より多くの企業でサステナビリティ報告が実施されることを推進する
ことを目的としています。14か国の高名な企業68社が、2016年アジア・サス
テナビリティ報告賞の最終ラウンドに進みました。最終ラウンド進出企業は、
各カテゴリーの最高成績の企業を選ぶために、厳しい基準に従って独立の
審査委員会メンバーによって最終候補者リストに選ばれた企業です。

「サステナビリティ報告
は、企業の長期的成長
を評価する主要な指標
となっています。トリナ・
ソーラーがASRA2016を
受賞したことは、サステ
ナビリティ報告における
同社のリーダーシップ
と、すべてのステークホ
ルダーへの長期的な価
値創造への傾倒を反映
しています」

CRSWorks 
International社長
Rajesh Chhabara

0.56 0.39

0.81
0.72

トリナ・ソーラーの総記録事故率（TRR）

2012 2013 2014 2015 2016

注記：総記録事故率（TRR）は、報告対象期間中の、従
業員の危険発生、休業災害（LTIｓ）、死亡（Fｓ）、就労
制限災害（RWｓ）の和に106を掛け、当該期間の総労働
時間（H）で割って算出します。

「この名誉ある賞を頂き、大変光栄に思っています。
太陽光発電モジュール、ソリューション、サービスを
提供する世界的リーダーとして、トリナ・ソーラーは、
世界中にクリーンエネルギー製品を提供すると同時
に、すべての従業員のために安全で健康的で、環境
に優しい職場を作り出すことに真剣に取り組んでい
ます。従業員は、当社の最大の財産です。トリナ・
ソーラーは、成熟した労働安全衛生（OH&S）マネジメ
ントシステムを構築し、維持しています。当社は常
に、業務上の傷病事故の低下および従業員の健康
と福祉の増進に専心しています。トリナ・ソーラーは、
人材を引き付け、育成し、会社に留まらせて競争力
を維持するために、「従業員志向の」職場方針を忠
実に守っています。当社は、真に仕事に専心し、や
る気のある生産的な労働力を養成して、「ソーラーエ
ネルギーをすべての人々に」という当社のミッション
を実現するために、従業員にとって最高の職場を作
り出すことに注力しています。

トリナ・ソーラー
会長兼CEO
高紀凡
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OHSAS18001 労働安全衛生
マネジメントシステムを
確立しているかどうか

従業員の労働安全衛生

当社のEHS方針に示されている通り、トリナ・
ソーラーは、従業員のために安全で衛生的で環
境に優しい職場を作ることを約束します。従業員
の安全衛生は、常に当社の最優先事項の一つ

労働安全衛生マネジメントシステム

当社は、適切な労働安全衛生マネジメントシステムを確立
し実施することは、当社の従業員、そして何より従業員の家
族を大切にする方法の一つであると確信しています。当社
はまた、サプライヤーや地域コミュニティーも大切にしてい
ます。それが、トリナ・ソーラーの真の成功への最も重要か
つ唯一の道です。

当社のほとんどの製造工場は、OHSAS18001労働安全衛

です。安全衛生によって、従業員の生活の質が
高まり、トリナ・ソーラーと共に成長発展すること
ができます。

生マネジメントシステムを確立しています。2017年には、新
たに建設されたベトナム工場もOHSAS18001認証を受ける
予定です。当社は、絶え間なくシステムを改善し、工場設
計、建設、研究開発、製造、梱包を含む当社の作業工程全
体でシステムを推進しています。当社は、従業員、請負業
者、お客様およびその他の利害関係者の安全衛生の確保
に全力を尽くしています。

1.02
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従業員の労働衛生

職業病を発生させないことが、トリナ・ソー

ラーの長期的な目標の一つです。トリナ・

ソーラーは、労働衛生方針とプログラムを定

めて実施しています。当社は、従業員が

職業上の健康の危険にさらされることによっ

て生じる職業病から従業員を保護するための

十分な労働衛生資金を維持しています。

手順 労働衛生管理

リスクの
特定

・ 職業上の健康リスクの特定：当社は、業務のあらゆる部署の潜在的な労働衛生上のリスクを、年1回定
期的に評価しています。また、適切なリスク管理対策も講じています。

・ 職務上の危険の監視：当社は、現地の法規制に従い、職場において毎年職業的危険の監視を行い、健
康的な作業環境を確保するために技術的および管理的対策を講じています。

・ 職業上のリスクの通知：当社は、潜在的な職業上の危険を通知するカードを作業現場に設置すること
により、潜在的な職業上の危険な側面およびそれに対応する防護手段を従業員に注意喚起し、従業
員の自己防衛に対する意識を高めています。

・ 職業健康診断：当社は、職業上の健康の危険に晒される恐れがある従業員の健康診断を実施し、職
業病の症状を示している従業員の職業病を防ぐよう部署を調整しています。

緊急事態
管理

・ 非常用設備：当社は、労働災害が発生する可能性がある部署に、非常用設備（救急箱、洗眼場など）を
設置しています。

・ 医療グリーンチャネル：当社はすべての労働者を対象とする労災保険を支払っています。従業員が適
時に医療を受けられるように、常州の地元病院と連係し医療グリーンカード制度を設けています。従業
員は、「トリナ・ソーラー医療グリーンカード」を示せば、すぐに治療を受けられます。医療費はトリナ・
ソーラーが後で支払い、従業員が適時に治療を受けられるようにしています。

手順

・ 安全生産の責任：「責任志向の経営」の原則に従い、あらゆる事業所およびあらゆる部門で安全予防措
置が確実に実施されるようにするために「EHS責任協定」が締結されました。

・ EHS研修：当社は、従業員、請負業者、サプライヤーを対象とする、新入社員研修、職務研修、職業安
全研修（化学物質安全性、電気安全性、火災安全性など）などのEHS研修を実施しています。これによ
り、従業員やサプライヤーの安全衛生意識を高めることができ、緊急時に備えて予防策や適切な措置を
講じることができるようになります。

・ 危険作業の管理：当社は、請負業者や従業員の安全を確保するために、作業許可システムを設定して
います。このシステムでは、従業員や請負業者が、トリナ・ソーラーの敷地内でいかなる作業を始めると
きにも、事前に「エリア作業許可」を取得する必要があります。当社は、高所作業、裸火を使用する作
業、密閉された空間での作業など、重大な負傷や損失を引き起こす可能性がある業務を厳しく制限して
います。プロジェクト責任者は、そのような作業の許可証に必要事項を記入した後、作業開始前に関連
者から承認を得なければなりません。

・ 化学物質の管理：当社は、業務を行う場所で禁止化学物質や取扱制限化学物質を使用しないという適
用規則を厳格に順守しています。当社は、化学物質の採用、購入、貯蔵、使用および処分が適切に監
督され、関連リスクが十分に管理されるようにするための「化学物質管理手順」を策定しました。

・ EHS変更管理（MOC）：EHS変更管理（MOC）は、操業の完全性を維持し、重大なEHS事故を防止するた
めの不可欠な要素です。トリナ・ソーラーは、MOC手順を定めています。変更が人員、環境、安全、製品
品質に害を及ぼす可能性がある事項と深い関係がある場合は、評価を実施しなければなりません。

・ 緊急事態管理プラン：緊急事態の際には、私たちの対応によって、結果の良し悪しに差が現れます。当社
は、有効な危機管理計画と定期的な訓練が、緊急時の事態の安定化に決定的な役割を果たすと確信して
います。そのため、火災、化学薬品漏れ、化学火傷、停電事故などを含む、包括的な緊急対応プランを策定
して、さまざまな安全および環境上の事故に、確実に迅速で効果的な対応ができるようにしています。また、
担当領域ごとに非常事態訓練を定期的に実施することによって、緊急対応プランが正常に機能することを確
認すると共に、緊急対応能力を高めています。

に晒される可能性がある従業員に対して、積極的にリス
ク評価を実施しています。製造活動、製品、サービスに
関連する危険を系統的に特定しリスクを評価するため
の手続きが確立され、実施されています。リスク管理戦
略が、排除/代替、技術的手段、管理的手段、個人保護
具の管理に焦点を合わせて実施されてきました。トリ
ナ・ソーラーは、積極的な緊急対応計画を維持していま
す。緊急対応計画は、当社の力の及ぶ限り、現場設備
が保全され、安全に運転されることを保証することを目
的としています。
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従業員の職場安全

トリナ・ソーラーは、全従業員に安全な職場を提

供することに傾注しています。当社の目標は、

職場での労働傷害を継続的に削減し、安全文

化の構築を推進するための努力をすることに

よって、当社の安全衛生成績を継続的に改善

することです。

トリナ・ソーラーは、職場業務によって安全衛生上のリスク

安全管理

・ 安全点検：　トリナ・ソーラーは、工場安全システムの強みと弱点を、非安全行為や非安全状態を特定す
ることにより評価する「EHS点検管理手順」を確立しています。この手順は、適切で有効な早期の是正処
置を実施するためのライン管理方法を示しています

リスクの
管理

リスクの
管理

緊急事態
管理

リスクの
特定

・ 危険の特定とリスク評価：　当社は、製造活動、製品、サービスに関連する危険を特定してリスクを評価
するために、「危険特定・リスク評価手順」を定めています。危険の特定は、人に害（事故または病気）を
及ぼす可能性がある源泉や状況を認識するプロセスです。リスク評価は、危険のリスクレベルとその許
容度を見積もるプロセスです。判定されたリスクレベルに基づいて、リスクは重大なリスク、中程度のリ
ス、軽微なリスクに分類されます。

・ ニアミス報告：　トリナ・ソーラーは、事故や人員の負傷の発生を防ぐために、適正な行動、実務、プロセ
スを奨励するオープンで効果的な報告メカニズムを忠実に守っています。トリナ・ソーラーは、2010年か
ら工場全体のニアミス報告システムを立ち上げ、全従業員にニアミスを報告することを奨励しています。
このプログラムをうまく導入するために、従業員がニアミスを報告するさまざまな経路（EHS報告カー
ド、E-flowシステムのニアミス報告データベース、電子メールや電話による通報など）を用意しています。
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セル製造部のPECVDマシンに、保護パネルとインターロックを設置

ニアミスその1：　PECVD部署で働く従業員は、破損したウェハの破片がPECVDマシンに挟まっていない
か確認する必要があります。従業員がチャンバー内の破片を除去するときに、保護パネルが低いため
にマシンのアームが動いて負傷する傾向があります。

ニアミスその2：　従業員は、保護パネルを取り外すことによってPECVDセーフティ・インターロックを迂回
することができるので、マシンチャンバー内の破損したウェハ破片を片付けようとするときに、マシンの
アームが動いて負傷することがあります。

技術的対策：

1. 従業員が、マシンの作動中にセーフティ・インターロックを迂回して中に入ることができないようにする
ため、以前よりも高い保護パネルを設置しました。

2. マシンのアームの移動部分に従業員の手が届かないよう、追加の保護パネルを設置しました。

3. マシンの両側面に、赤外線インターロックを設置しました。従業員を感知すると、マシンは自動的に停
止します。

改善前 改善後

モジュール製造部のEVA切断機に保護ガードを設置

ニアミス：　モジュール製造部では、EVAのロールを使い切ると、静電気の影響によって、残ったEVAが
EVA切断機に詰まります。そのため、、従業員は残ったEVAを切断機から定期的に取り除く必要があり、
切断機の歯でけがをする傾向があります。

技術的対策：　保護ガードを、切断機の歯の回りに設置しました。保護ガードのおかげで、残ったEVAの
除去作業中の従業員の負傷が減りました。

溶接部署に換気装置を設置して、労働衛生上のリスクを削減

潜在的な労働衛生リスク：　組立部署では、モジュールに接続箱を溶接する際に、低レベルの有害な煙
が発生します。当社の年間産業衛生モニタリングによるモニタリング結果により、有害物質の濃度は国の
基準を大幅に下回っていますが、健康リスク低減のため、追加の技術的対策を講じました。

技術的対策：　作業場の空気の質を改善し、潜在的な健康リスクを低減するために、換気扇を当該部署
に設置しました。さらに、同部署で働く従業員にマスクの着用を義務付けました。

改善前 改善後

タイ工場で、地元消防隊と共に共同火災緊急避難訓練を実施

緊急事態対処能力を向上させるために、タイ工場では、2016年初めに緊急時対応チーム（ERT）を結成
しました。チームのメンバーは、生産、施設、EHSおよび管理の従業員で構成されています。2016年6
月、タイ工場は、地元の消防隊を招いて、当社従業員の火災安全研修を行いました。続いて2016年10
月には、マバヤンポーンの地元消防隊と共同火災緊急避難訓練を実施しました。製造棟で火災緊急事
態が発生したと想定し、工場全体の避難訓練が行われました。訓練では、警報器の作動、避難、ERT対
応、集合など、火災緊急時に各個人が取るべき行動を試しました。訓練は、ERT対応スキルを向上させ
ただけでなく、全従業員の火災安全意識を高めました。

消防ホースの使用方法 消火

地元消防隊の出動 避難と集合

Employees' Safety
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改善前 改善後



安全文化の育成
従業員の労働安全への配慮は、当社の企業風土の重要
業績評価指標の1つです。トリナ・ソーラーは、「安全第一」
の原則に常に従っています。当社は、人間中心の風土を
醸成するために粘り強く努力しています。毎月のEHS（環境
労働安全衛生）委員会ミーティング、年1回のEHS推進月

間、EHS訓練プログラムをはじめとするさまざまなコミュニ
ケーション・チャネルやプログラムを設定して、従業員の安
全意識を高めています。その目的は、従業員の安全行動
の向上と「安全第一」という企業風土の推進にあります。

製造VCU担当のMichael Hua副社長が、

亜邦工場のXiaofeng Jin工場長と共に

2016年EHS責任協定に署名しました。

2016年優秀安全成績チーム
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当社では、従業員の安全意識を高めるために毎年6月をEHS（環境労働安全衛生）推進月

間としています。2016年は、「安全開発の強化と安全品質の改善」をテーマとして、一連の

EHS活動を実施しました。

トリナ・ソーラーは、従業員の労働安全に留意するだけでなく、日々の通勤時の交通安全にも
配慮しています。職場の行き帰りの交通事故による負傷や損失を最小限にするために、当社
は、一連の交通安全向上策を実施しています。

交通安全研修

救急処置CPR（心肺機能蘇生）訓練 地域住民を対象とした環境満足度調査

電動自転車に反射板を貼付

四半期EHS（環境労働安全衛生）リスク委員会ミーティング

当社は、四半期EHSリスク管理会議を開催して、日常業務のEHSリスクを管理しています。議論のテー
マは、次のような事項です。

・ EHSリスク管理方針およびEHSリスク・マトリックスの策定

・ EHSリスク管理メカニズムの確立。リスクレベルをその重大さと潜在的発生頻度に基づいて評価

・ 赤、黄、緑に分類されたリスクレベルに応じて、異なるリスク管理手段を講じる。

・ 2016年末現在、EHSリスク委員会は29のEHSリスクを特定し、そのうちの22の解決に成功しています。

・ 交通安全管理手順を策定して、交通安全管理における各部門の責任を定義し、一般的な交通安全違
反の概要をまとめて、キャンパス内や仕事の行き帰りの従業員の行動を規制する。

・ 交通巡査を招いて、交通の状況、一般的な交通違反、正しい運転習慣、ひき逃げ事故の対処方法に
ついって説明を受ける。

・ 夜間の交通事故率を下げるため、オートバイや電動自転車用の反射板を従業員に支給する。

・ ボランティアを動員して、交差点で自動車や自転車の運転手が交通規則を守るよう指導する。

・ オートバイや電動車両の免許証を定期的に点検する。

・ 道路安全パンフレットを従業員に配布し、交通安全ポスターを推進掲示板に掲示する。
・ EHS推進月間開始式典：　各部門長が、EHS責任の合意書に署名し、責任系統がすべてのレベル

で実践に移されました。5グループに優秀安全成績賞が授与され、18人の個人が、目覚ましい安全
成績により表彰されました。

・ EHSクイズ：　それぞれの従業員が、ハードコピーまたは電子形式の回答用紙を提出しました。クイ
ズの内容には、化学物質の安全性、電気安全性、労働衛生、火災安全性、交通安全などが含まれ
ていました。合計2,491人の従業員がこの活動に参加しました。

・ ERT競技会：　火災、化学薬品漏れ、ガス漏れ、避難、応急治療、エレベーター事故の緊急知識、
防災用品の使用を対象とする予選が行われました。予選から10チームが選抜されました。決勝戦
は、体力テスト、PPE（個人用保護具）の選択と着用、応急手当、消火など、ERTの作業スキルが競
われました。

・ 応急治療の講義：　応急治療専門の医師が招かれて、ERTメンバーの緊急対応能力向上のため
に、心肺蘇生法、追加胸部圧迫などの応急治療法の講義が行われました。2016年には、33人の従
業員が、常州赤十字社が発行する基本救命講習修了証を受けました。

・ 一般の環境満足度調査：　EHS部門が、工場の近隣住民に環境調査を実施しました。調査の目的
は、トリナ・ソーラーの操業に対する近隣住民の意見を求めることにあります。2016年には、200人
以上の住民によるアンケート協力が得られました。

EHS委員会ミーティング

当社にはEHS委員会が設置されています。EHS委員会は、生産、設備、技術、施設、人事、管理の部
門/グループの従業員と管理職双方の代表者で構成されています。当社は、EHS委員会ミーティング
を毎月開催しています。すべてのEHS問題が委員会ミーティングで協議され、伝達されます。

・ 潜在的リスクと改善策

・ 適切な作業プロセスと安全な作業手順

・ EHS事故とパフォーマンス指標のレビュー

・ EHSの継続的改善のための提案と提言

・ EHSの目標と将来の作業計画

・ 2016年には、EHS委員会ミーティングで73件のアクション項目が提案され、そのうちの68件が解決され

ました。
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社会貢献

責任ある企業市民として、当社は、社会に還元し、現地の経済、環境、社

会にプラスの変化をもたらし、自社の技術および資源面の優位性を積極的

に活用するという考え方を常に忠実に守っています。当社は、教育への投

資、公的な慈善活動、従業員のボランティア活動を通して、社会と事業の

調和が取れた発展を推進することを望んでいます。
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国連の2030年までの持続可能な開発目標

SDG4：すべての人々に包摂的かつ公平で

質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を

促進する

トリナ・ソーラー・インターナショナルスクールは、質の高い国際的カリキュラムを採用し、経験豊富なネイティブの教員
を採用しています。同校には、幼稚園から高等学校教育までの15年間のインターナショナルカリキュラムがあります。
同校は、さまざまな文化的背景を持つ子供たちに優れた教育機会を提供し、子供たちの最適な発達を促しています。

2016年4月22日の世界アースデイに、トリナ・ソーラー・インターナショナルスクール

の生徒と教師は、環境保護意識を高める一連の活動を実施しました。子供たちは、

人々が自然と調和して生きる理想的な地球の絵を描きました。このような活動への

参加を通して、子供たちは、毎日の生活の中でエネルギーを節約し、いつでもどこ

でも母なる地球を守るよう心がけるようになります。

世界アースデイ

トリナ・ソーラー・インターナショナルスクール

2016年12月23日から24日まで、トリナ・ソーラー・インターナショナルスクールの高学

年の生徒３０人が、常州武進人民病院でボランティア活動を行い、社会的役割を体

験しました。生徒たちは、専門の医療スタッフの指導の下で、医師が患者の血糖や

血圧を測定するのを手伝いました。健康診断センターの案内役を務め、高齢者が健

康診断を受けるのを助けました。生徒たちは、他の人を助けることによって幸福と満

足感を得ました。また、愛すること、思いやること、分かち合うことを学びました。

常州武進人民病院でのボランティア

貧しい学生130人に経済支援
を提供

2015年ベスト慈善活動団体
賞受賞

思源サンシャイン基金
教員教習拠点を設立

2016年太陽光発電産業貧困
緩和賞受賞

トリナ・ソーラーは、地域コミュニティーとの相互の

信頼、尊重、支援を確立することに専心していま

す。当社は、コミュニティーへの環境インパクトに

十分に配慮しています。当社は一貫して公共福祉

プログラムを推進・実施し、持続的な繁栄と発展と

いう目標を地域コミュニティーと共に達成すること

を目指しています。
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公共福祉のための教員研修プロジェクトを立ち上げまし
た。トリナ・ソーラーは、中国西部の大学生が起業家精神
を養い、太陽光発電産業で活躍できるようにするため、西
寧、青海、武威、甘粛で2つの公共太陽光発電教習会を開
始しました。

スタディ

教育支援

トリナ・ソーラーは、地域コミュニティーと次世

代の教育に常に目を向けています。革新的な

人材の育成を推進し、世界経済や地域コミュ

ニティーの持続可能な発展に力を与えるため

に、トリナ・ソーラー・インターナショナルスクー

ルの建設に投資しました。

2016年に、トリナ・ソーラーが後援する思源サンシャイン

起業家精神基金が、中国の太陽光発電産業で初めて、
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還元する」という理念を忠実に守り、公的な教習コース
を本格展開して、貧しい学生が起業家精神を養い、将
来、太陽光発電産業で活躍することを願っています。

思源サンシャイン起業家精神基金教員教習拠点を設立

起業家精神のための思源サンシャイン基金

2016年4月15日に、思源サンシャイン起業家精神基金の資金提供による教員教習プロジェクトが、常州大学と常州

軽工業職業技術学院で正式に発足しました。「思源サンシャイン起業家精神基金教員教習拠点」が、これらの2大学

の開校式で正式に開校されました。

このプロジェクトに参加した教師は、青海省と甘粛省の10の大学（青海大学、蘭州理工大学など）から招きました。こ

の10日間の研修プロジェクトで、学生たちは、太陽光発電産業、太陽電池、分散型太陽光発電所の設計・建設・保

守、太陽光発電製品の利用などについての基本知識を学ぶことになります。10の大学は、より多くの学生が太陽光

発電システムについて体系的に学べる、太陽光発電の選択科目を提供する予定です。

Ming Tao, 

中国思源貧困緩

和基金事務局

次長

「教育による貧困救済

は、より多くの貧しい学

生の起業家精神の育成

と太陽光発電産業での

活躍を促進するだけでな

く、中国西部の豊かな社

会という目標達成にも寄

与すると確信しています」 
高紀凡 

トリナ・ソーラー
会長兼CEO

「教員教習は出発点にす

ぎません。当社は、教員

教習の範囲を、中国西部

の他の大学にも拡大し、5

年間に苦学生10,000人を

対象とすることを目指して

います｣

公共太陽光発電教習が西部地区の大学生の太陽光発電産業での起業を支援

中国西部の地域は、長く経済発展が遅れていましたが、
太陽エネルギー資源が豊かなため、太陽光発電産業開
発の人気地域になっています。世界をリードする太陽光
発電企業として、トリナ・ソーラーは、貧しい西部地域から
貧困をなくす手助けをすることが、自身の責任であると考
えています。

2016年12月15日から16日まで、トリナ・ソーラーは、2つの
公共太陽光発電教習会を、それぞれ青海建築職業技術
学院と蘭州交通大学再生可能エネルギー・電力工学学院
で本格展開しました。当社は、中国西部の学生が起業で
きるようにするために、太陽光発電産業の開発動向を伝
え、太陽光発電関連産業の起業機会を紹介しました。

Colin Yang,

トリナ・ソーラー
ブランド最高
責任者

「当社は、中国西部の貧困緩和
活動に参加し、太陽光発電産業
などの新興産業において大学生
が企業家の夢を実現する手助
けをする機会を得たことを光栄
に思っています。トリナ・ソーラー
は、引き続き積極的に社会的責
任を果たし、「ソーラーエネル
ギーをすべての人々に」という
ミッションを実現して参ります」

寄付

トリナ・ソーラーは、企業市民として積極的に公
共の慈善活動に参加しています。地域コミュニ
ティーと協力して、安全で調和の取れた環境に
優しいコミュニティーを構築するために、公共福
祉活動を実施しています。
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トリナ・ソーラー、ネパールの地震被災地域にモジュールを寄付

2015年4月に、ネパールでマグニチュード7.8の地震が発生しました。震源近くのゴルカ郡ラプベシ村は、
深刻な被害を受けました。村民3,000人の住宅の95%が破壊され強制退去措置が取られました。

トリナ・ソーラーは、村の照明と日々の生活に必要な電気を供給するオフグリッドの太陽光発電システム
を建設する国際災害緊急対応チーム（チーム・ルビコン）に約7,000ワットの太陽光発電モジュールを寄付
しました。イギリスのハリー王子も、自らモジュールの設置に参加しました。

非営利組織の国際災害緊急対応チーム（チーム・ルビコン）は、自然災害に見舞われた地域の再建支援
を専門とする経験豊富な退役軍人で構成されています。ハリー王子も地震被災地域の再建に参加しまし
た。現地のインフラが地震による深刻な被害を受けていたため、ハリー王子を含むチーム・ルビコンのボ
ランティアは、かなりの労力を要する現場除去作業を行って、太陽光発電モジュールを建設するための平
坦な場所を用意しました。モジュールの設置が完了すると、ボランティアが村人に太陽光発電システムの
使用方法を教えました。

ケース
スタディ

ケース
スタディ

スタディ

2016年に、トリナ・ソーラーは、ネパールの地震被災地

域にモジュールを寄付し、イギリスのハリー王子と共に

被災地域の復興に参加しました。トリナ・ソーラーは、よ

り良い世界を築くために、公共福祉、災害救済、インフラ

で実際に行動しました。

2015年7月に、起業家精神のための思源サンシャイン
基金が、トリナ・ソーラーによって設立されました。この
基金は、中国思源貧困緩和基金に1000万人民元 を
寄付しました。基金は、「うけた恩義に感謝し、社会に

ケース
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ボランティア・プログラム

力的に強化しています。貢献、友愛、相互扶
助、進歩というボランティア精神を受け継ぐた
めに、さまざまなコミュニティーサービス、持
続可能な発展プロジェクトに積極的に参加し
ました。
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へき地の地域救急医療を支援するために、救急車を豊寧に寄付

河北省承徳市西部に位置する豊寧満族自治県は、湖北省第2の県です。同県は、国務院により2010年に
貧困緩和の主要対象県の一つに指定されました。

2006年8月に、トリナ・ソーラーは、中国思源貧困緩和基金を通して、700,000人民元に相当する救急車10台
を河北省豊寧県に寄付しました。この寄付の目的は、へき地の地域救急医療を支援し、地域の医療資源不
足を解消することにあります。

郴州の太陽光発電による貧困緩和パイロットプロジェクトを系統連系

郴州は、2016年の湖南省の太陽光発電による貧困緩和プログラムの主要モデル都市の一つでした。湖
南省郴州桂東県慶祝村に位置する太陽光発電による貧困緩和パイロットプロジェクトが、2016年9月に
正式に送電網に接続されました。これが、トリナ・ソーラーが初めて建設した村レベルの太陽光発電所と
なりました。

太陽光発電所は、環境にやさしいエネルギーと安定収入を生み出します。太陽光発電所は、運転と保守
が簡単で、25年間の出力保証が付いています。これは、中国における新しい貧困緩和のモデルです。貧
困家庭が、環境にやさしい電力を送電網に販売して収入を増やすことができます。郴州には貧しい村が
498あります。それぞれの村に、60キロワットの太陽光発電所を設置する計画があります。太陽光発電
所で生成された太陽光発電エネルギーは、地域の送電網に接続されるため、これらの貧しい家庭が、最
高で年に60,000人民元以上の収入を得ることができます。これは、このような恵まれない村、特に日射し
の強い地域の貧困を軽減する効果的な方法です。

トリナ・ソーラー、「2015年ベスト慈善団体賞」を受賞

トリナ・ソーラーは、公共福祉感謝祭パーティで栄誉ある「2015年ベスト慈善団体」を受賞しました。このパー
ティは、常州公共福祉協会、常州天愛リハビリテーションセンター、常州女性・児童活動センターによっ
て、2016年1月24日に共同主催されました。

トリナ・ソーラーの天愛ボランティアチームは、2014年に労働組合によって結成されました。チームは30人の
ボランティアメンバーで構成されています。彼らは、学用品、日用品、教育玩具などを、常州天愛リハビリ
テーションセンターの子どもたちに頻繁に届けています。また、子どもたちにお話しをしたり雑談したりし
て、自閉症から抜け出す手助けもしています。

学童の支援

2009年、トリナ・ソーラーのボランティアチームは、溧陽市の戴埠小学校と横涧小学校の貧困家庭の学
童の奨学支援を始めました。その結果、過去8年間に、130人の学童に合計30万元相当の支援を行いま
した。そのうち、37人の子どもたちが、9年間の義務教育を修了しました。ボランティアチームは、子ども
たちに愛情のこもったプレゼントを届けて、楽しく、自信を持って生きるよう勇気づけました。ボランティア
たちは、学童たちが9年間の義務教育を修了できるよう、経済的な支援と精神的安らぎによって最適な成
長環境を作ることを願っています。

ケース
スタディ

ケース
スタディ

トリナ・ソーラーは、地域のコミュニティーとの相
互発展を重視し、従業員に公共福祉活動（「置き
去りにされた」子どもや貧困に苦しむ子どもの世
話、社会的弱者の支援など）への自発的参加を
促しています。当社では、ボランティア育成を精

スタディ

ケース
スタディ
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年社会的責任報告書は、GRI（Global Reporting Initiative）
に基づく包括的開示プランとして、関連情報を開示します。

指標番号 説明 状況 掲載されている節の見出し ページ

102-1—102-7
組織の名称。活動、ブランド、製品、サービス。本社の
所在地。事業所の所在地。所有形態および法人格。
参入市場。組織の規模。

· 会社概要 07

102-8 従業員およびその他の労働者に関する情報 · 従業員への配慮 54

102-9—102-10 サプライチェーン。組織およびそのサプライチェーンに
関する重大な変化

·持続可能なサプライチェーン 42

102-11 予防原則または予防的アプローチ
· コーポレートガバナンス

· 課題と機会

09
19

102-12 外部イニシアティブ · SDGsの支援 16

102-13 団体の会員資格
·ステークホルダーとのコミュニ

ケーション
13

戦略

102-14—102-15 上位意思決定者の声明。重要なインパクト、リスク
および機会

· 経営トップからのメッセージ

· コーポレートガバナンス

· 課題と機会

03
09
19

倫理と誠実性

102-16—102-17 価値観、理念、行動基準・規範。倫理に関する助言
および懸念のための制度

· コーポレートガバナンス

· 企業風土

09
11

ガバナンス

102-18 ガバナンス構造
· コーポレートガバナンス
· 従業員の労働安全衛生

09
59

102-19 権限委譲
· コーポレートガバナンス

· 地球に優しい持続可能な開発 

09
26

102-20  経済、環境、社会項目に関する役員レベルの責任 · コーポレートガバナンス

· マテリアリティの分析

09
15

102-21 経済、環境、社会項目に関するステークホルダーとの
協議

· コーポレートガバナンス

· マテリアリティの分析

09
15

102-22—102-24 最高ガバナンス機関とその委員会の構成。最高ガバナ
ンス機関の議長。最高ガバナンス機関の指名と選出

· コーポレートガバナンス 09

102-25 利益相反 09

102-26—102-28

目的、価値観、戦略の設定における最高ガバナンス機
関の役割。最高ガバナンス機関の集合的知見。最高ガ
バナンス機関のパフォーマンスの評価

09

102-29—102-31
09
15

102-32 サステナビリティ報告における最高ガバナンス機関の
役割

・ このレポートについて 01

102-33—102-34 重大な懸念事項の伝達。重大な懸念事項の性質と総数
· ステークホルダーとのコミュニ

ケーション

· 課題と機会

13
19

GRI索引
トリナ・ソーラーの社会的責任をステークホルダーの皆さま
に十分にご理解いただくために、トリナ・ソーラーの2016

説明 状況 ページ

102-35—102-39
報酬方針。報酬の決定プロセス。報酬に関するステー
クホルダーの関与。年間報酬総額の比率。年間報酬
総額比率の増加率

·コーポレートガバナンス
·ステークホルダーとのコ

ミュニケーション

09
13

ステークホルダー・エンゲージメント

102-40—102-44

ステークホルダー・グループのリスト。団体交渉協定。
ステークホルダーの特定および選定。ステークホル
ダー・エンゲージメントへのアプローチ方法。提起され
た重要な項目および懸念事項

·ステークホルダーと

のコミュニケーション
13

報告実務

102-45 連結財務諸表の対象になっている事業体 ·このレポートについて 01

102-46 報告書の内容および項目の該当範囲の確定 ·このレポートについて 01

102-47 マテリアルな項目のリスト ·マテリアリティの分析 15

102-48 情報の再記述 ·このレポートについて 01 情報の再記述 なし

102-49—102-56

報告における変更。報告期間。前回発行した報告書の日
付。報告サイクル。報告書に関する質問の窓口。GRIスタ
ンダードに準拠した報告であることの主張。GRI内容索
引。外部保証

·このレポートについて 01
以前の報告書の
著しい変更なし

経済

マネジメント手法

103-1 マテリアルな項目とその該当範囲の説明 15

103-2 マネジメント手法とその要素
03
19

103-3 マネジメント手法の評価
・ このレポートについて

・ ステークホルダーとのコミュ

ニケーション

01
13

経済パフォーマンス

201-1
創出、分配した直接的経済価値

03

201-2 気候変動による財務上の影響、その他のリスクと機会
・経営トップからのメッセージ

・ 気候変動への対処 
03
29

201-3 確定給付型年金制度の負担、その他の退職金制度

201-4 政府から受けた資金援助

地域経済での存在感

202-1 地域最低賃金に対する標準新人給与の比率（男女別）
· 従業員の権利 54

202-2 地域コミュニティーから採用した上級管理職の割合 · 従業員の権利

· 従業員の能力開発

54
55

間接的な経済的インパクト

203-1 インフラ投資および支援サービス ·社会貢献 67-74
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注記

経済、環境、社会へのインパクトの特定とマネジメント。
リスク管理・プロセスの有効性。経済、環境、社会項目
のレビュー

· コーポレートガバナンス

· コーポレートガバナンス

· コーポレートガバナンス

· マテリアリティの分析

·マテリアリティの分析

· 経営トップからのメッセージ
· 課題と機会

組織概要

レポート内で部分的に対応レポート内で対応 レポート内で対応されていない

・経営トップからのメッセージ
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説明 状況 ページ

203-2 著しい間接的な経済的インパクト · 課題と機会 19

調達慣行

204-1 地元サプライヤーへの支出の割合 · 持続可能なサプライチェーン 44

腐敗防止

205-1—205-3
腐敗に関するリスク評価を行っている事業所。腐敗防止
の方針や手順に関するコミュニケーションと研修。確定し
た腐敗事例と実施した措置

・ コーポレートガバナンス 09

反競争的行為

206-1 反競争的行為、反トラスト、独占的慣行により受けた法的措
置

環境

マネジメント手法

103-1 マテリアルな項目とその該当範囲の説明 ・ マテリアリティの分析 15

103-2 マネジメント手法とその要素
· 環境への取り組み

· 持続可能なサプライチェーン
23-40

44

103-3 マネジメント手法の評価
23-40

44

材料

301-1—301-3 使用原材料の重量または体積。使用したリサイクル材
料。再生利用された製品と梱包材

· 環境にやさしい経営 35

Energy

302-1—302-5
組織内のエネルギー消費量。組織外のエネルギー消費
量。エネルギー原単位。エネルギー消費量の削減。製品
およびサービスのエネルギー必要量の削減

· 気候変動への対処 29

水

303-1—303-3 水源別の取水量。取水によって著しい影響を受ける水源。

リサイクル・リユースした水
35

生物多様性

304-1
保護地域および保護地域ではないが生物多様性価値の高
い地域、もしくはそれらの隣接地域に所有、賃借、管理して
いる事業サイト

· 生物多様性の管理 40

304-2 活動、製品およびサービスが生物多様性に与える著しい
インパクト

40

304-3 生息地の保護・復元 40

説明 状況 ページ

304-4
事業の影響を受ける地域に生息するIUCNレッドリストな
らびに国内保全種リスト対象の生物種 40

大気排出

305-1—305-5
直接的なGHG（温室効果ガス）排出量（スコープ1）。間接的
なGHG排出量（スコープ2）。その他の間接的なGHG排出量
（スコープ3）。GHG排出原単位。GHG排出量の削減

· 気候変動への対処 29

305-6 オゾン層破壊物質（ODS）の排出量 29

305-7 窒素酸化物（NOX）、硫黄酸化物（SOX）およびその
他の重大な大気排出物

35

排水および廃棄物

306-1 排水の水質および排出先 · 環境にやさしい経営 35

306-2 種類別および処分方法別の廃棄物 35

306-3 重大な漏出
事例なし 

306-4 有害廃棄物の輸送 35

306-5 排水や表面流水によって影響を受ける水域
35
40

環境コンプライアンス

307-1 環境法規制の違反

サプライヤーの環境面のアセスメント

308-1 環境基準により選定した新規サプライヤー
· 持続可能なサプライ

チェーン

44

308-2 サプライチェーンにおけるマイナスの環境インパクトと実施
した措置

· 持続可能なサプライ
チェーン

44

社会

マネジメント手法

103-1 マテリアルな項目とその該当範囲の説明 ·マテリアリティの分析 15

103-2 マネジメント手法とその要素

· プロダクト・スチュワード
シップ方針

· 持続可能なサプライチェーン
· 従業員への配慮
· 社会貢献

33
44

51-66
67-74

103-3 マネジメント手法の評価

33

42

51-66
67-74
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指標番号 指標番号 掲載されている節の見出し 掲載されている節の見出し 注記注記

· 環境への取り組み

· 持続可能なサプライチェーン

· 環境にやさしい経営

· 生物多様性の管理

· 生物多様性の管理

· 生物多様性の管理

· 気候変動への対処

· 気候変動への対処

· 環境にやさしい経営

· 環境にやさしい経営

· 環境にやさしい経営
· 生物多様性の管理

· プロダクト・スチュワード
シップ方針

· 持続可能なサプライチェーン
· 従業員への配慮
· 社会貢献

事例なし 

レポート内で対応 レポート内で対応レポート内で部分的に対応 レポート内で部分的に対応レポート内で対応されていない レポート内で対応されていない
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説明 状況 ぺージ 注記

雇用

401-1 従業員の新規雇用と離職 · 従業員への配慮 54

401-2 正社員には支給され、非正規社員には支給されない手当 · 従業員の権利 54

401-3 育児休暇

労使関係

402-1 事業上の変更に関する裁定通知期間

労働安全衛生

403-1 正式な労使合同安全衛生委員会への労働者代表の参加 · 従業員の労働安全衛生 59

403-2 傷害の種類、業務上傷害・業務上疾病・休業日数・欠勤および
業務上の死亡者数

59
業務上の
死亡者なし

403-3 疾病の発症率あるいはリスクが高い業務に従事している労働者 59

403-4 労働組合との正式協定に含まれている安全衛生条項 · 従業員の健康
· 従業員の労働安全衛生

57
59

研修と教育

404-1 従業員一人あたりの平均研修時間 · 従業員の能力開発 55

404-2 P従業員スキル向上プログラムおよび移行支援プログラム 55

404-3 業績とキャリア開発に関して定期的なレビューを受けている従
業員の割合

55

ダイバーシティと機会均等

405-1 ガバナンス機関と従業員のダイバーシティ · 従業員への配慮 54

405-2 基本給と報酬総額の男女比 · 従業員の権利 54

非差別

406-1 差別事例と実施した救済措置 · 従業員の権利 54

結社の自由と団体交渉

407-1 結社の自由や団体交渉の権利がリスクにさらされる可能性の
ある事業所およびサプライヤー

· 持続可能なサプライチェーン

· 従業員の権利
44
54

Child Labor

408-1 児童労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサプ
ライヤー

44
54

強制労働

409-1 強制労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサプラ
イヤー

44
54

保安慣行

410-1 人権方針や手順について研修を受けた保安要員

79

説明 状況 ページ

先住民族の権利

411-1 先住民族の権利を侵害した事例 事例なし

人権アセスメント

412-1 人権レビューやインパクト評価の対象とした事業所 · 従業員の権利 54

412-2 人権方針や手順に関する従業員研修 · 従業員の能力開発 55

412-3
人権条項を含むもしくは人権スクリーニングを受けた重要な投
資協定および契約 54

地域コミュニティー

413-1 地域コミュニティーとのエンゲージメント、インパクト評価、
開発プログラムを実施した事業所

· 教育支援
· ボランティアプログラム

70
74

413-2 地域コミュニティーに著しいマイナスのインパクト（顕在的、潜
在的）を及ぼす事業所

· 環境にやさしい経営
· ボランティアプログラム 

35
74

サプライヤーの社会面のアセスメント

414-1 社会的基準により選定した新規サプライヤー · 持続可能なサプライチェーン 44

414-2 サプライチェーンにおけるマイナスの社会的インパクトと実施
した措置

44

公共政策

415-1 政治献金 

顧客の安全衛生

416-1 製品およびサービスのカテゴリーに対する安全衛生インパクト

の評価

· プロダクト・スチュワードシップ

方針 
33

416-2 製品およびサービスの安全衛生インパクトに関する違反事例

マーケティングとラベリング

417-1 製品およびサービスの情報とラベリングに関する要求事項 33

417-2 製品およびサービスの情報とラベリングに関する違反事例

417-3 マーケティング・コミュニケーションに関する違反事例

顧客プライバシー

418-1 顧客プライバシーの侵害および顧客データの紛失に関して具体
化した不服申立

社会経済面のコンプライアンス

419-1 社会経済分野の法規制違反

指標番号 指標番号 掲載されている節の見出し 掲載されている節の見出し 注記

· 従業員の労働安全衛生

· 従業員の労働安全衛生

· 従業員の能力開発

· 従業員の能力開発

· 持続可能なサプライチェーン

· 従業員の権利

· 持続可能なサプライチェーン

· 従業員の権利

· 従業員の権利

· 持続可能なサプライチェーン

· プロダクト・スチュワードシップ
方針

事例なし

事例なし

事例なし

事例なし

事例なし

レポート内で対応 レポート内で対応レポート内で部分的に対応 レポート内で部分的に対応レポート内で対応されていない レポート内で対応されていない
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